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深江北町遺跡 第9次調査

fig。 1 深江北町遺跡 第 9次調査 掘立柱建物群

深江北町遺跡では、奈良時代前期～平安時代後期にかけての掘立柱建物群が確認された。

溝、流路からは「承和』銘の支給伝票木簡、『騨』の墨書土器などが出上 し、葦屋解屋との

関連が注目されている。 (本文 149頁)



寒鳳遺跡 第3次調査

fig1 2 寒鳳遺跡 第 8次調査 古墳時代の竪穴住居群 (本文 141頁 )

fig。 3 寒鳳遺跡 第 8次調査 人形土製品

古墳時代後期の人形土製品は、これまでに静岡県や九州地方での出土が知られていたが、

近畿地方での出土は少なく、神戸市内における出土例は貴重である。(本文 14頁 )



阪神・淡路大震災の発生から8年が経過し、街角はようやく平静を

取 り戻し、街並みの復興も進んでまいりました。復興事業はこれまで

のハー ド面を主体とした復興から、より内面的な復興をめざすととも

に、港湾都市として、さらなる創造と発展、活気ある街としての活性

化とまちづくりへの取組みが行われております。

さて、このたび年報でご報告いたします平成 12年度におきまして

は、多数の復興関連の発掘調査事業が引き続き実施され、葦屋膵家に

関連すると考えられる深江北町遺跡や、寒鳳遺跡における古墳時代の

人形土製品の出土などの、貴重な発見がありました。また、地方分権

推進の流れのなか、よリー層の充実した文化財行政をめざして、大幅

な組織改変を行いました。

これらの遺跡をはじめ、本書に掲載いたしました、数々の成果を通

じて埋蔵文化財に対するご理解を深めていただければ幸いです。

最後に、この年報を作成するにあたりまして御協力いただきました

関係諸機関、関係各位に対し、厚 くお礼申しあげます。

平成 15年 3月

神戸市教育委員会
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2.本書に掲載した位置図は、神戸市立中学校教育研究部編集 (神戸市体育協会発行)の 5万分の 1神戸市

全図を、各遺跡の位置図は、神戸市発行2500分の 1地形図を使用した。



3.本書は、埋蔵文化財発掘調査一覧表に示した各調査担当者が執筆し、 I.平成12年度事業の概要につい

ては西岡誠司 。東喜代秀が執筆した。V.平成12年度の保存科学調査・作業の概要については千種 浩・

中村大介がそれぞれ執筆した。本書の編集については、丹治康明の指導のもとに阿部 功が行った。

また、白水遺跡第 6・ 7次 (新次数白水遺跡第 2次 -6・ 7調査)調査出土の動物遺体の分析について

は、鹿児島大学 西中川 駿・小山田和央両氏、下山手北遺跡出土遺物の自然科学的調査については、側

元興寺文化財研究所 川本耕三・尾崎 誠・井上美知子の各氏、下山手北遺跡の土壌分析はパリノ・サー

ヴェイ株式会社によるものである。

4.市内の各遺跡の調査次数については、現在改正作業中である。平成12年度より北区、西区以外について

は新次数による調査次数表記となっている。

5。 表紙写真は深江北町遺跡出土の木簡 (本文 149頁)で、裏表紙写真は、同じく深江北町遺跡出上の蓮幸

文軒丸瓦 (本文 149頁)である。
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1。 はじめに

2.普及啓発

事  業

特別展示

I.平成 12年度 事業の概要

平成12年度は、本市の埋蔵文化財行政にとって大きな節日の年となった。それは地方分

権に伴う文化財保護法改正により、平成12年 4月 から埋蔵文化財包蔵地における土木工事

等の届出受理、開発を行う事業者への発掘調査の指示 (文化財保護法第57条 の 2)、 遺跡

の発見に関する届出、停止命令等 (文化財保護法第57条の5)な どが政令指定都市の自治

事務となったことである。このことにより、従来県で行っていた事務が市の事務となり、

また民間開発事業についてすべて掌握する必要が生じ、よリー層の行政責任が求められる

ようになった。

これに対応するために、文化財課では職制改正を実施し、従来の埋蔵文化財係を埋蔵文

化財指導係と埋蔵文化財調査係に分割し、発掘調査の指導と調査を受託する部門を分離 し

た。具体的には、埋蔵文化財の保護、指導及び相談、情報収集及び統計、埋蔵文化財に係

る事務の連絡調整が、埋蔵文化財指導係の事務分掌となり、埋蔵文化財調査、普及啓発、

埋蔵文化財センターが埋蔵文化財調査係の事務分掌となった。

また、もう一つの大きな出来事は隣接する芦屋市への支援を開始したことである。兵庫

県の阪神・淡路大震災復興10大 プロジェクトにあげられている都市計画道路山手幹線の早

期開通のため、声屋市内で埋蔵文化財発掘調査の必要が生じた。本来なら芦屋市教育委員

会が対応すべきものであるが、声屋市では復興区画整理が始まったばかりで、それに伴う

発掘調査の対応に追われており、調査担当職員が不足して、山手幹線関連の調査の対応は

不可能な状況であった。このため声屋市教育委員会より本市に対し発掘調査の支援の要請

があった。

山手幹線は本市にとっても重要な幹線道路であり、また隣接する芦屋市からの依頼とい

うこともあり、広域支援を所管する兵庫県教育委員会、及び事業実施部局である兵庫県街

路課、声屋市街路課を交えた五者で協議を実施した結果、職員の派遣という形ではなく、

地方自治法第252条の14に基づく発掘調査事業の受託という形で、平成12年度より平成15

年度まで支援を行うことを決定した。

なお、震災復興関連事業についての文化庁次長通知「阪神・淡路大震災の復旧・復興事

業に伴う埋蔵文化財の取扱いに関する基本方針について」の適用期間は平成12年 3月 31日

で終了したが、発掘調査に至った場合の調査費用の負担について、補助の適用範囲が変更

され、復旧・復興事業として被災者である個人及び中小企業が建設する建物についてはこ

れまでどおり補助の適用を受けるが、被災者のために住宅を供給する事業 (共同住宅 。賃

貸住宅等の建設)については、適用が除外されることとなった。当初は、かなりの混乱が

予想されたが、ほぼ大きな混乱もなく進捗した。

〔埋蔵文化財センター〕

神戸市埋蔵文化財センターでは、特別展示・企画展示 。速報展示を年数回実施し、調査

成果を公開している。

本年度は『色彩の考古学』と題した特別展示を開催した。今回の展示では、各時代の人々
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企画展示

が、どのような色に関心をもち、憧れてきたかという観点から、「玉」・「ガラス」・

「金属」 。「赤彩」 。「漆」等のテーマ別に、縄文時代から近世の出土遺物を展示した。

これらの考古資料を通して、古代の人々とわれわれ現代人がどこまで「いろ」の世界を共

有できるのかについて探ってみるという趣旨で実施した。期間中の11月 11日 には、奈良国

立文化財研究所主任研究官 。村上隆氏の講演会『「もの」から見た歴史の色』を開催 し、

120名 の聴講を得た。特別展示の入館者数は1,725名 である。

縄文時代から近世までの神戸市内からの出土遺物と近代から現代までの生活用具を展示

し、縄文時代から現代までの間に使われた道具が、どのように変わっていったのかを紹介

するという趣旨で『かわった ?かわらない?一道具の今・昔―』を開催した。小学生を対

象に展示しており、灘区西求女塚古墳出土の三角縁神獣鏡と現代のガラス鏡を並べて配置

したり、垂水区舞子浜遺跡の勾玉や垂水区高塚山 2号墳の金環と現代のピアス等のアクセ

サリー類を展示したり、また、縄文時代から現代までの台所道具を合わせて展示すること

によって、それぞれのテーマごとに生活用具の変遷を示した。

また、史跡五色塚古墳の復元整備完成25周年を記念して、神戸市内の古墳から出土した

さまざまな遺物を通して、神戸の古墳を紹介するという趣旨で企画展示『神戸の古墳』を

開催した。灘区西求女塚古墳の三角縁神獣鏡をはじめ、西区白水瓢塚古墳・垂水区舞子浜

遺跡の埴輪棺や東灘区住吉宮町遺跡の人物埴輪、垂水区狩口台きつね塚古墳の馬具等を展

示した。企画展示の入館者数は、 2回合わせて、15,419名である。

展 示 会 名 称 開 催 期 間 入館者数

『かわった ?かわらない ?～道具の今・昔～』 H12.3/25～ 6/4 12,0204彗

『神戸の古墳』 H12.7/20～ 9/8 3,3994彗

『色彩の考古学』 H12.10/21～ 12/3 1,7254至

fig.4 展示展『色彩の考古学』展示風景 fig 5 企画展『神戸の古墳』展示風景

-2-



速報展示

学校展示

館外展示

平成■年度に実施した新方遺跡・野手西方第 5次調査で出土していた弥生時代前期の男

性の人骨 (第 12号人骨)は、現地から土ごとウレタンで梱包して、埋蔵文化財センターに

搬入していた。その後、土を取り除き、詳細に調査した結果、右手に鹿角製である可能性

が高い指輪が 2個 1対として 3対分 (計 6個)検出された。特に大きな成果は、右手の人

指し指・中指・薬指のそれぞれの指に、 2個ずつ装着した状態で発見されたことである。

また、 1体につき6個の指輪を装着した例はなく全国最多で、確実に指に装着された状態

で出土した例としても、最古級の資料である。そのため、記者発表を行い、12月 9日 ～12

月17日 に、埋蔵文化財センター企画展示室において、 1号人骨・ 3号人骨 。13号人骨と共

に、一般公開を実施した。

遺跡から出土した資料を子供たちが直接日で見て触れながら、地域の歴史や文化を学ぶ

ことを目的に、社会科教育の一環として平成10年度より市内の小学校で展示会を開催して

おり、本年度は5校で実施した。

地域の身近な遺跡を紹介し、地域の歴史について理解を深めてもらうため、地域の施設

を利用し展示会を開催した。

学 校 展 示

展 示 会 名 称 開 催 期 間 場 所

昔のくらし一上小名田遺跡の出土品― 6/5～ 6/9 北区西山小学校

弥生時代の須磨 6/9～ 6/16 須磨区北須磨小学校

発掘された石の道具
須磨区の遺跡―最新版―

6/16～ 7/21
11/1～ 11/30

須磨区若宮小学校

発掘された石の道具 7/3～ 7/10 北区君影小学校

弥生人がやってきた 9/12～10/27 兵庫区兵庫大開小学校

館 外 展 示

展 示 会 名 称 開 催 期 間 場 所

長田区歴史変遷展 4/30～ 5/30 アスタギャラリー

新方ムラのまつり 6/24～ 7/3 玉津南公民館

発掘された道場の歴史 11/2～ 11/3 神戸市立農業振興センター

淡河の埋蔵文化財 11/18～■/27 淡河地域福祉センター
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考古学講座  『親子で体験考古学講座』は学校の休日である第 2・ 第 4土曜日の催しとして、体験学

習を通じて、先人の生活や技術を学び、歴史に興味を抱いてもらう目的のため、小学校高

学年から高校生までを対象として開催した。また、平成10年 度より実施 している親子で

『赤米作りに挑戦しよう』は本年度も開催した。さらに、成人対象の『体験考古学講座』

も昨年に引き続き開催している。参加者数は、合計531名 である。

また、『出張考古学講座』として、本年度より市内の小学校13校において、 6年生を対

象にした体験考古学講座の開催を始めた。本年度は、勾玉づくり。土器づくり・貫頭衣づ

fig.6 親子で体験考古学講座風景 fi9 7 体験考古学講座風景

親 子 で 体 験 考 古 学 講 座

講  座  名 開催 日 内 容 参加者

石包丁をつ くろう 7///22 滋賀県産高島石で石包丁などの磨製石器をつくる。 101名

勾玉づくりに挑戦 8/5 印材の青田石や寿山石で勾玉をつくる。 195名

土器をつくろう 8///26 乾燥すれば硬化する粘上で土器をつ くる。 142名

合 計 438名

親 子 で 『赤 米 作 り に 挑 戦 し よ う』

講  座  名 開催日 内 容 参加者

貫頭衣を着て、田植えに挑戦 6///24
神出自然教育園の水田において、古代米である

赤米に田植えから収穫までを体験する。

6名

がんばって、草取 りをしよう 7ノ//29 6名

石包丁で、収穫に挑戦 10ノ//28 2名

合 計 14名

体 験 考 古 学 講 座

講  座  名 開催日 内 容 参加者

土器をつくる (成形) 2///17 粘土から土器を成形する。 31牽彗

土器をつくる (焼成) 3//3 乾燥させた土器を野焼きによって焼成する。 814彗

勾玉をつくる 3///24 印材の青田石や寿山石で勾玉をつくる。 17牽る

合 計 79名

考古学講座・総合計 531発彗
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出 張 考 古 学 講 座

講  座  名 開催日 学  校  名 参加者

勾玉づくり 4///27 千歳小学校 374≧

土器づくり 5/2 高和小学校 174彗

勾玉づくり・貫頭衣づくり 5ノ/10 六甲小学校 45名

ドングリクッキーづくり 5/12 大黒小学校
名０

る
Ｒ
υ

ドングリクッキーづくり・貫頭衣づくり 5//16 湊山小学校
名Ｒ

υ
刀
争

勾玉づくり。貫頭衣づくり 5/19 高丸小学校 77名

ドングリクッキーづくり。貫頭衣づくり 5///24 五位の池小学校 79名

勾玉づくり 5///26 西灘小学校 47名

勾玉づくり。貫頭衣づくり 5/29 花山小学校 68名

貫頭衣づくり 6//4 桜の宮小学校 72名

勾玉づくり。貫頭衣づくり 9//14 南五葉小学校 55名

ドングリクッキーづくり。貫頭衣づくり 10///13 有野東小学校 60名

土器づくり 11/28 狩場合小学校 108名

合 計 7624彗

くり。ドングリクッキーづくりを実施した。合計762名 の生徒が参加した。

考古学講座と出張考古学講座の総参加者数は、1,298名 である。

〔文化財保護強調週間の催し〕

大歳山遺跡公園では、11月 3日 から5日 までの期間、復元した竪穴住居の内部を公開す

るとともに、古代人の生活の一部を体験できるように、舞錐による火起こしや臼・杵によ

る米の脱穀等をおこなった。また、火起こしが成功した参加者には、「古代人認定書」を

配付した。 3日 間の参加者は、499名 であった。

〔発掘調査現地説明会の開催と報道関係資料提供〕

発掘調査及び出土遺物の整理において重要な発見があった場合、市役所内の市政記者ク

ラブで発表を行っている。また、現地調査期間中であって安全管理上可能であれば現地説

明会を開催している。本年度は、現地説明会は開催しなかった。調査の都合上、現地説明

会が開催できない場合は記者発表のみおこなっており、本年度は、 3件の記者発表をおこ

なった。さらに、要望があれば地元住民対象の説明会も開催している。本年度は別表のと

おり1件の地元説明会を開催した。

〔資料等の貸出〕

平成12年度に各機関等に貸し出した資料は、写真11件 78点、出土遺物 (レ プリカ・土層

転写を含む)7件216点である。
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― ― ―
―

―

_

記者発表及び地元説明会

発掘調査 地元説明会

遺 跡 名 開 催 日 内 容 見学者

灘区都賀遺跡 平成12年 4月 1日 弥生時代の集落跡 75名

報道関係 資料提供

遺 跡 名 発 表 日 内 容

東灘区深江北町遺跡 平成12年 9月 21日 幻の「葦屋解家」関連遺跡の発見

西区新方遺跡 平成12年 12月 7日 弥生時代前期人骨に装着された 3対の指輪

灘区西求女塚古墳 平成13年 1月 30日 墳丘前方部の構造や形状の確認調査

〔刊行物〕

平成12年度の刊行物は以下の12点である。

(1)平成10年度 神戸市埋蔵文化財年報     平成13年 3月 発行

(2)住吉宮町遺跡第19次・第20次発掘調査報告書 平成13年 3月 発行

(3)住吉宮町遺跡第24次・第32次発掘調査報告書 平成13年 3月 発行

(4)上沢遺跡発掘調査報告書 一第35次調査―  平成13年 1月発行

(5)萩原城遺跡埋蔵文化財発掘調査報告書 一第1・ 3・ 5次一

平成13年 3月 発行

(9 松野遺跡発掘調査報告書―第 3～ 7次調査― 平成13年 3月 発行

(7)三葉町遺跡発掘調査報告書 第3・ 5・ 7・ 8・ 9・ 12次調査

平成13年 3月 発行

(81 御蔵遺跡 第4・ 6。 14・ 32次発掘調査報告書  平成13年 3月 発行

(9)御蔵遺跡 第17・ 38次発掘調査報告書    平成13年 3月 発行

CD 神戸の古墳 (企画展示図録)        平成12年 7月 発行

tO 色彩の考古学―「もの」から見た歴史の色― (特別展示図録)

平成12年 10月 発行

1動 神戸市埋蔵文化財分布図          平成13年 3月 発行

頒価 1,600円

非売品

頒価 2,600円

頒価 900円

頒価 1,300円

頒価 3,000円

頒価 3,000円

頒価 2,500円

頒価 600円

頒価 500円

円

円

０

　

０

０

　

０

６

　

８

価

価

頒

頒
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3,文化財保護

条例

4.指導事業

平成 9年度に制定された『神戸市文化財の保護及び文化財等を取り巻く文化環境の保全

に関する条例』に基づき、平成12年度に文化財保護審議会に諮問し、答申を受けた指定文

化財・登録文化財等のうち、埋蔵文化財に関係するものはなかった。

平成12年度の文化財保護法に基づく届出 。通知については別表のとおりであるが、前年

度に比較すると、32件増加している。先年度より開始された『神戸市民の住環境をまもり

そだてる条例』に基づく事前届出制度における事前届出書の閲覧により、発掘届の提出の

指導をさらに徹底してきた。その結果、周知の埋蔵文化財包蔵地内における建築行為に際

しては、ほぼ遺漏なく、発掘届が提出されるようになってきた。開発行為事前審査等各種

申請や工事立会の件数は、ほぼ前年度と同じである。試掘調査は、前年度に比較すると若

干減少している。

また、本年度より埋蔵文化財届出事務に関する地図情報システムの運用を開始した。こ

のシステムは、埋蔵文化財が影響を受ける土地の、地区別、事業別のデータの統計処理及

び埋蔵文化財の取扱いの細目を把握するために導入したもので、開発される土地が周知の

埋蔵文化財包蔵地であるかどうか、過去の取扱いの有無、周辺地の取扱い等を把握し、届

出・申請に対する迅速かつ正確な回答を行うためのものである。

随

弾    I係

表示地図情報選択、拡大・縮小表示、矩形拡大、縮尺指定、スクロール機能

'誤 般 む 殿 囀 る蘇

fig.8 地図情報システム画面
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このシステムの特徴としては、申請地における届出。通知ならびに各種開発申請にかか

る埋蔵文化財の保護に関する取扱いなどの行政指導情報および、試掘調査や発掘調査の言己

録情報も、地図情報上で管理する機能を有する点である。埋蔵文化財包蔵地や開発事業範

囲などの図形情報を入力、管理するとともに、それに関連する文字情報データベースも入

力、管理できるものである。

機能概要一覧表

地図基本機能

地図切 り替え 。拡大・縮小 地図を切り替え,任意の拡大表示を行う。

地図スクロール マウスの右ボタンで,画面上をスクロールする。

地図印刷 画面表示地図をプリンターで出力する。

地図 レイヤー表示 詳細図表示時に地図表示のレイヤーを選択する。

検索機能

住所検索 住所 リストから住所を指定 し,そ の領域で地図表示を行う。

属性検索 年度や届出別で事業地を検索 し,そ の場所を地図表示する。

事業地管理機能

申請地入力・ 編集・削除 申請地をポリゴンで入力 し,形状の編集を行う。

申請地情報入力・参照
申請地の属性情報の入力・ スキャナー入力書類の登録・表示を行う。
申請地の管理状況を色別表示する。

届出 。通知書回答書類出力 申請者への回答書 (決議書)を出力する。

包蔵地管理機能

包蔵地入力・編集・削除 包蔵地をポリゴンで入力 し,変更の際は形状の編集を行う。

包蔵地情報入力・参照 包蔵地の属性情報を入力 し,参照する (遺跡名 。時代 。内容)。

事業地検索機能 (地図上から)

夏産性擦否管

含ヒ
住所検索機含ヒ シンボル検索機能

地図情報 。属性データ (文字データベース)の検索機能として以下の機能を用意 した。
・住所検索機能 ・事業地検索機能 ・属出書類検索機能

・遺跡検索機能・ シンボル検索機能   ・包蔵地種別検索機能

u地

笙
・ ・

日  |

豆姦Ⅸィレ:藤I

fig 9 検索機能画面
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5.調査事業

復興事業に

伴う調査

6。 市内発掘

調査の概要

平成12年度の発掘調査事業は、民間事業関連のすべて 。公共事業関連の調査の一部及び

補助事業の大部分については教育委員会の直営で実施し、公共事業関連の調査の大部分と

補助事業の一部を働神戸市体育協会に委託して実施した。

本市では便宜上、阪神・淡路大震災に起因する復旧・復興事業関連調査と起因しない通

常事業関連調査を区別し処理している。全体の調査件数及び発掘調査面積は別表のとおり

である。平成11年度と比較すると調査件数はほぼ同数であるが、調査面積が約 3割増加 し

ている。ただ長期的に見れば震災後の事業量は減少しており、調査面積の増加は本年度に

限ってのものである。

また、前年度まで復興事業に該当していた住宅供給事業が、通常事業に当てはまるよう

になったため、通常事業の調査件数が約 3割増加しており、調査面積でも約 6割増加して

いる。特に、民間の通常事業関連で増加が顕著である。

調査面積を個別に見てみると、ほぼ前年度と同じく、100r以下のものが、全体の 5割

を占めており、500∬以下のものが全体の約 8割を占めており、小規模な発掘調査が主に

なっている傾向にある。

今年度の発掘調査に要した総費用は754,317千 円である。

復興事業に伴う調査は72件で、このうち56件が個人及び中小企業が事業者の国庫補

助事業で、大企業及び公共の事業者の経費負担による受託調査は16件である。

前年度に比べると、調査件数、調査面積とも約 1割程度減少している。

国庫補助事業は168,684千 円で、内訳は事前の試掘・確認調査が12,305千 円、個人及び

中小企業の発掘調査が144,247千 円、その他整理・報告書作成等が12,132千円である。

平成12年度の主な調査成果を時代順にまとめる。

長田区長田神社境内遺跡では、古墳時代前期の柱穴・溝・落ち込み等が検出された。落

ち込み内より、旧石器時代の尖頭器や縄文時代の異形石器等が出土している。当遺跡にお

いて、旧石器時代の遺物が確認されたのは、はじめてである。

西区寒鳳遺跡では、古墳時代後期の竪穴住居 。掘立柱建物・土坑等が検出された。特筆

すべきものとして土坑内から人形土製品が4点出土した。以前の第 2次調査でも1点出土

しているが、神戸市内では寒鳳遺跡でのみ確認されている。全国的にみると、静岡県や九

州地方で比較的多く発見されているが、近畿地方では発見例は少ない。

東灘区深江北町遺跡では、平安時代後期の掘立柱建物や溝・土坑等が検出された。特に

「解」の墨書土器がまとまって確認できたことから、古代山陽道の「葦屋解家」に関連す

る官衛的な施設である可能性が推定される。
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文化財保護法に基づ く屈出・通知,試掘依頼等      発掘調査,整理作業件数一覧

内 容 件 数

1 発見,発掘届・通知 (保護法57条関係) 813件

1 調査のための発掘届 67条第1⊃ 2件

民間事業に伴う発掘届 (57-2) 759イ牛

通常事業関連 廻
復興事業関連 146件

|

４̈ 公共事業に伴 う発掘通知 (57-3) 52イ牛

通常事業関連 J
復興事業関連 17件

|

一皿 発見届 。発見通知 (57-5・ 6) 0件

2 発掘調査の報告 (保護法98条 2) 87件

開発行為事前審査等各種申請 149イ牛

4 試掘調査 (依頼件数) 302イ牛

l 通常事業関連 234+牛

通常公共関連 25件
|

通常民間関連 209件
|

一■ 復興事業関連 68件

復興公共関連 10件
|

復興民間関連 58件
|

5 工 事 立 会 39イ牛

内 容 件 数

ユ 発掘調査 (大規模確認調査も含む) 116件

ユ 公共事業に伴 う発掘調査 33件

通常事業関連 』
復興事業関連 17件

|

”４ 民間事業に伴う発掘調査 75イ牛

通常事業関連 20件
|

復興事業関連 55件
|

”皿 圃場整備事業に伴う発掘調査 8件

整理作業 (復興調査整理作業を含む) 7件

発掘調査面積 (単位 :雷 )

公共事業関連 民間事業関連 計 延べ調査面積

通常事業 16,371 4,669 21,040 27,835

復興事業 17,184 6,326 23,510 36,502

計 33,555 10,995 44,550 64,337

発掘調査面積別件数

調 査 面 積 件 数 調 査 面 積 件 数

～  100だ 58 1,001 ～ 2,0001ゞ 6

101 ^ツ   300rド 2,001 ～ 5,000rド 7

301^ン   500rゞ 5,001だ以上 0

501 ～ 1,000rド 7 計ハ 116
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平成12年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (復興事業に伴う調査)(1)

NQ 迫 跡 名 所  在  地 調 査 主 体 調査担当者

掘 削 面 積

調 査 期 間 調 査 内 容 調 査 原 因

延調査面積

1 住吉宮町遺跡第35次 調査 東灘区住吉宮町 1

丁 目 7-26
神戸市教育委員会 阿部 敬生 180Hf 13 2 27-13 3 31

次年度継続

洪水砂層か ら須恵器、土師器、埴輪、

瓦器出土

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

360∬

2 郡家追跡第67次調査 東灘区御影町御影

字下山田71-5-

7

神戸市教育委員会 毅

姓

田

部

池

阿

230Hf 128 9～ 12830 古墳時代後期の落ち込み、溝、平安時

代前期の掘立柱建物、溝

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

460nf

3 郡家違跡第68次調査 東灘区御影町字岸

本1557番地

神戸市教育委員会 阿部 敬生 65∬ 12825～ 12830 古墳時代須恵器、土師器 個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

65nf

4 郡家遺跡第69次調査 東灘区御影中町 2

丁目1282-7

神戸市教育委員会 中谷  正 27nf 12 11 16～ 12 11,28 古墳時代中期～後期の溝、土坑、ピッ

ト、中世の溝、ピット

個人住宅建設

(国庫補助事業〕

46nf

5 篠原遺跡第21次調査 灘区篠原南町 2丁

目26-3

神戸市教育委員会 黒田 恭正 98nf 919～121016 弥生時代後期壷棺、自然流路、中世の

掘立柱建物、土坑

個人住宅建設

(国庫補助事業〕

278nf

大石東遺跡第 3次調査 灘区大石東町 3丁

目116・ 119

神戸市教育委員会 池田  毅 127.6～ 12713 平安時代木～鎌倉時代初頭の溝 個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

7 西求女塚古墳第12次調査 灘区都通 3丁 目 神戸市教育委員会 内藤 俊哉 150nf 1321～ 13331

次年度継続

前方部墳丘裾部、段築、テラス部 範囲確認調査

〔国庫補助事業〕

150nf

8 日暮遺跡第19次調査 中央区東雲通 1丁

目 4-24

神戸市教育委員会 黒田 恭正 153Hf 121214～ 13130 平安時代～鎌倉時代の溝、ビット、安

土桃山時代の溝、土坑

診療所再建

〔国庫補助事業〕

306Hf

9 生田町古墳群第1次調査 中央区生田町 2丁

目385他

神戸市教育委員会 谷  工俊 440nf 12 4  1-12 4  14

前年度か ら継統

古墳時代後期の溝または土坑状遺構、

近世の溝、ビット、土坑

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

440nf

下山手遺跡第 3次調査 中央区下山手通 8

丁目-14

神戸市教育委員会 池田  毅 12 4 25-12 5 29 弥生時代後期後半～古墳時代後期掘立

柱建物、落ち込み

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

兵直津遺跡第23次調査 兵庫区西柳原町8

-17

神戸市教育委員会 阿部  功 266nf 12620～ 12,7.7 近世後半～末の溝、 ピット、落ち込み 共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

266nf

兵庫松本遺跡第 3次

-1～ 5調査

兵庫区松本通 2丁

目

働神戸市体育協会 口野・ 阿部

浅谷・ 阿部

中谷

320言 1282～ 13315 弥生時代後期の溝、落ち込み、 ビット

河道

区画整理事業

380Hf

13

-1

上沢遺跡第37次調査 兵庫区松本通 8丁

目 5-8

齢神戸市体育協会 平田 朋子 360Hf 12 4 17-12 6  2 中世の河道、 ピット 教会再建

〔国庫補助事業〕

630Hf

上沢遺跡第39次調査 兵庫区松本通 8丁

目 5

働神戸市体育協会 佐伯 二郎 117 Hf 12 4 27-12 6  1 弥生時代後期の土坑、溝、弥生時代終

末～古墳時代初頭の土坑、落ち込み、

古墳時代～平安時代のビット

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

351 nf

13

駕

上沢遺跡第42次調査 兵庫区松本通 8丁

目

働神戸市体育協会 須藤  宏 75ド 1295～ 129.29 弥生時代末の柵、平安時代の掘立柱建

物、平安時代～中世の河道

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

300Hf

-11-



平成12年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (復興事業に伴う調査)(2)

Nd 遺  跡  名 所  在  地 調 査 主 体 調査担当者

掘削面積

調 査 期 間 調 査 内 容 調 査 原 因

延調査面積

上沢遺跡第40次調査 長日区五番町 2T

目7-13

働神戸市体育協会 関野  豊 20∬ 12523～ 12530 飛鳥時代～奈良時代の溝 事務所建設

(国庫補助事業〕

20Hf

上沢遺跡第41次調査 兵庫区上沢通7丁

目1番

い神戸市体育協会 関野  豊 100nf 12 9.4^■ 2 9,19 弥生時代～奈良時代の溝、土坑、 自然

流路

山手幹線道路拡幅

100nf

上沢遺跡第43次調査 兵庫区上沢通8丁

目9-12仙

神戸市教育委員会 中谷  正 81 nf 121019～ 12.H.8 古墳時代初頭～平安時代溝、土坑、中

世の溝、土坑

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

126nt

17 上沢遺跡第44次調査 兵庫区上沢通 8丁

目9-38、 39

神戸市教育委員会 池田  毅 88nf 13220～ 13.321 古墳時代初頭～中期の竪穴住居6棟、

掘立柱建物 1棟、ピット、落ち込み

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

83Hf

中進跡 北区八多町中 働神戸市体育協会 須藤  宏 280Hf 12 5 8-12.5 22 縄文時代三脚石器、弥生時代石器、ak

倉時代～室町時代の溝、ピット、土坑

区画整理事業

280Hf

五番町追跡第 7次調査 長田区五番町 7丁

目3-1・ 5。 6

神戸市教育委員会 川上 厚志 268∬ 12,6 2～ 127.31 縄文時代晩期の流路、土坑、 ピット、

弥生時代末～古墳時代初頭の漁 ■FA

ピット、井戸、中世の大型土坑

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

804nf

五番町遺跡第 9次調査 長田区四番町 5丁

目

働神戸市体育協会 郎

格

二伯

尻

佐

井

600Hf 12816～ 12.10.19 古墳時代以前の流路、古墳時代の溝 山手幹線道路拡幅

950nf

御蔵遺跡第32次調査 長田区御蔵通 6丁

目

研神戸市体育協会 西岡巧。日野・

富山・内藤・

井尻・石島・

関野・阿部功

522nf 12 4 5～ 13.2 27 古墳時代初頭の溝、落ち込み、ビット、

奈良時代～平安時代の溝、 ピッ ト

平成12年度報告書刊行済

区画整理事業

と,020Hf

13

望

御蔵遺跡第33次調査 長岡区御蔵通 6丁

目19-14

動神戸市体育協会 須藤  宏 30nf 12. 4. 6-12. 4 21 古墳時代前期の溝

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

180∬

13

巧

御蔵遺跡第34次調査 長田区御蔵通 6丁

目40-3

働神戸市体育協会 内藤 俊哉 62nf 12410～ 125,16 奈良時代の掘立柱建物

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

62nf

13

ヽ

御蔵遺跡第35次調査 長田区御蔵通 5丁

目40-4

働神戸市体育協会 内藤 俊哉 68Hf 12410～ 12.5,16 奈良時代末の掘立柱建物、平安時代時

代後期の井戸

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

68雷

‐３

　

・
７

御蔵遺跡第36次 -1・ 2

調査

長田区御蔵通 5丁

目40-5

動神戸市体育協会 哉

格

俊醸
胡

68nf 124.10～ 125,16

12929～ 121019

奈良時代～平安時代の掘立柱建物、泳

ピット

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

96∬

‐３

４

御蔵遺跡第39次調査 長岡区御蔵通 6丁

目50他

働神戸市体育協会 阿部  功 70Hf 12. 8  1～ 12. 8 10 奈良時代、奈良時代～平安時代の溝、

ピット

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

210nf

13

司

御蔵遺跡第40次調査 長田区御蔵通 4丁

目7-1他
け神戸市体育協会 阿部  功 118Hf 12824～ 128,30 奈良時代～中世の遺物包含層 個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

118nf

13

-10

御蔵遺跡第41次調査 長田区御蔵通 5丁

目41、 41-2

働神戸市体育協会 井尻  格 50nf 12929～ 121019 奈良時代の落ち込み、奈良時代～平安

時代・ 中世の掘立柱建物

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

(国庫補助事業〕

100nf

-12-



平成12年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (復興事業に伴う調査)(3)

NQ 遺  跡  名 所  在  地 調 査 主 体 調査担当者 調 査 期 間 調 査 内 容 調 査 原 因

13

-11

御蔵遺跡第42次調査 長田区御蔵通 4T

目8-7、 12

け神戸市体育教会 石島 三和 45ド

90nf

12 12 6-12 12 14 中世の溝、掘立柱建物 個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

13

-12

御蔵遺跡第43次調査 長田区御蔵通 5丁

目73-19他

働神戸市体育教会 阿部  功 30r

30∬

13 3 26-13 3 29 自然流路

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

御蔵遺跡第38次 -1～ 3

調査

長田区御蔵通 4丁

目

け神戸市体育教会 阿部  功 139nf

139nf

12 5 30-12 9  5 奈良時代～中世の溝、 ビット

平成12年度報告書刊行済

区画整理事業

神楽遺跡第13次調査 長岡区神楽町 4丁

目 7-3
神戸市教育委員会 川 上 厚 志 22nf

22nf

12 9  4～ 12 9 12 中世のピ ット 個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

長田神社境内遺跡第14次

調査

長田区西山町 1丁

目 2-6
神戸市教育委員会 須藤  宏 13118～ 133.22 縄文時代異形石器、古墳時代の溝、落

ち込み、中世の溝、土坑、掘立柱建物、

近世の掘立柱建物

寺院本堂再建

〔国庫補助事業〕

松野遺跡第16次調査 長田区松野通 4丁

目

働神戸市体育協会 黒田・ 佐伯

阿部敬・

関野

125 8～ 121127 弥生時代のピット、土坑 区画整理事業

13

13

松野遺跡第17次調査 長田区松野通 4丁

目

働神戸市体育協会 阿部 敬生 12 9 4～ 12 9 7 弥生時代の ピット

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

13

-14

松野遺跡第18次調査 長田区松野通 4丁

目

働神戸市体育協会 関野  豊 12 10 4-12 10 6 弥生時代 ?の溝

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

13

-15

松野遺跡第19次調査 長田区松野通 4丁

目

佛神戸市体育協会 関野  豊 12 10 19-12 11 13 鎌倉時代の掘立柱建物、井戸、土坑、

ビット

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

13

-16

松野遺跡第20次調査 長田区松野通 4丁

目

懺神戸市体育協会 関野  豊 50nt 12 10 19-12 11 13 弥生時代 ?の ピット

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

50Hf

13

-17

松野遺跡第21次調査 長田区松野通 4丁

目

働神戸市体育協会 関野  豊 44 nf

441f

12 1よ  7～ 12 11 13 弥生時代 ?の溝、土坑、 ピット

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

松野遺跡第22次調査 長田区松野通 4T

目

働神戸市体育協会 関野  豊 45∬ 121114～ 121124 弥生時代の ピット

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

45 nf

松野遺跡第23次調査 長田区松野通 4丁

目

餓神戸市体育協会 阿部  功 56nf

56nf

と2 12 18-12 12 25 弥生時代 ?の土坑、 ピット

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

松野遺跡第25次調査 長田区松野通 4丁

目

け神戸市体育協会 口野 博史

浅谷 誠吾

60nf 13 2 21-13 3  1 古墳時代の ピント 区画整理事業

60nf

松野遺跡第26次調査 長田区松野通 4丁

目

餓神戸市体育協会 関野  豊 60Hf

60nf

3.15-13 3 27 弥生時代 ?の ピット、古墳時代後期の

土坑

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

-13-



平成12年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (復興事業に伴う調査)(4)

血 遺  跡  名 所  在  地 調 査 主 体 調査担当者

掘 削 面 積

調 査 期 間 調 査 内 容 調 査 原 因

延調査面積

松野遺跡第24次調査 長日区若松町 7丁

目

神戸市教育委員会 史

吾

博

誠

野

谷

口

浅

300Hf 13.129～ 13227 古墳時代の掘立柱建物、池、ピット

中世の耕作痕

新長田駅南再開発

300Hf

水笠遺跡第 4次調査 長田区水笠通 3丁

目

け神戸市体育協会 西岡 巧次 250Hf 1258～ 12.62 弥生時代の溝、落ち込み、 ピッ ト 区画整理事業

250nf

水笠遺跡第5次調査 長田区水笠通 3丁

目

け神戸市体育協会 西岡 巧次 12.6.20～ 127 3 弥生時代 ?の柱列、溝、ビット

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

水笠遺跡第 6次調査 長田区水笠通 3丁

目

働神戸市体育協会 関野  豊 40Hf 12713～ 128.1 弥生時代 ?の溝、 ビット

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

40nf

水笠遺跡第 7次調査 長岡区水笠通 3丁

目

動神戸市体育協会 関野  豊 600nf 12 7 13-12 8  1 弥生時代の溝、 ピット、落ち込み

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

2,400nf

１
　
ツ

水笠遺跡第 8次調査 長田区水笠通 3丁

目

け神戸市体育協会 関野  豊 347∬ 12 7 17-12. 8  4 弥生時代の溝

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

700nf

13

-26

水笠遺跡第 9次調査 長田区水笠通 3丁

目

け神戸市体育協会 関野  豊 45nf 12,712～ 128.4 弥生時代 ?の溝、土坑、ビット

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

45nf

13

-27

水笠遺跡第10次調査 長田区水笠通 3丁

目

働神戸市体育協会 関野  豊 65nf 12 7 12-12 8  4 弥生時代の溝、落ち込み、 ビット

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

65∬

13

-28

水笠遺跡第m次調査 長田区水笠通 3丁

目

働神戸市体育協会 関野  豊 25nf

25nf

128.7～ 12811 弥生時代 ?の溝

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

13

-29

水笠遺跡第12次調査 長田区水笠通 3丁

目

働神戸市体育協会 阿部 敬生 35nf 12.98～ 12019 遺構は検出されず

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

35mf

13

-30

水笠遺跡第13次調査 長田区水笠通 3丁

目

働神戸市体育協会 関野  豊 20nf 12921-12926 遺構は検出されず

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

20mf

13

-31

水笠遺跡第14次調査 長田区水笠通 3丁

目

働神戸市体育協会 関野  豊 30nf 12 9 21-12 9.26 弥生時代の溝、 ビット、平安時代の井

戸、 ピット

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業
'30nf

13

-32

水笠遺跡第15次調査 長田区水笠通 3T

目

懺神戸市体育協会 関野  豊 220nf 13 2 14-13 3  9 弥生時代の溝、土坑、 ビット

平成14年度報告書刊行

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

220nf

二葉町遺跡第12次調査 長田区二葉町 6丁

目・ 久保町 5丁 目

●神戸市体育協会 安田・ 前田

須藤・ 富山

阿部功

2,145Hf 1243～132.8 弥生時代前期土坑、平安時代掘立柱建

物、平安時代末～鎌倉時代掘立柱建物

他    平成12年度報告書刊行済

新長田駅南再開発

2,145Hf

二棄町遺跡第13次調査 長田区腕塚町 5丁

目 7番

働神戸市体育協会 浅谷 誠吾 1,500Hf 1244～12522 中世の耕作痕、溝 新長田駅南再開発

1,500Hf

-14-



平成12年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (復興事業に伴う調査)(5)

血 遺  跡  名 所  在  地 調 査 主 体 調査担当者

掘 削面積

延調査面積

調 査 期 間 調 査 内 容 調 査 原 因

二葉町遺跡第14次調査 長田区久保町 5丁

目

帥神戸市体育協会 阿部  功 13213～ 133,21 弥生時代中期の溝、中世の溝 新長田駅南再開発

戎町遺跡第30次調査 須磨区大田町 3丁

目 1番24号

神戸市教育委員会 川上 厚志 200nf 1281～12831 弥生時代中期土坑、ビット、弥生時代

後期末溝状遺構、落ち込み、古墳時代

前期～鎌倉時代前半の溝

店舗建築

〔国庫補助事業〕

460Hf

戎町遺跡第31次調査 須磨区大田町 3丁

目 5、 19

神戸市教育委員会 山本 雅和 268Ef 12 10 2-12.12 26 弥生時代前期前半土坑、中期竪穴住居

平地式住居 ?、 後期末竪穴住居、古墳

時代前期～鎌倉時代前半掘立柱建物他

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

998nf

行幸町追跡第 1次調査 須磨区行幸町 3丁

目

働神戸市体育協会 西岡 巧次

石島 三和

阿部  功

2,400Hf 12726～ 121020

131,9～ 13323
飛鳥時代～奈良時代の大溝、溝、土坑

掘立柱建物

中央幹線街路築造

3,286nf

垂水 日向遺跡第33次調査 垂水区天ノ下町 働神戸市体育協会 石島 三和 12 5 10-12 8 21 弥生時代末のビット、古墳時代の溝、

土坑、 ビット、平安時代末の掘立柱建

物、中世の溝、土坑

市街地再開発事業

寒鳳遺跡第 8次調査 西区伊川谷町潤和

字寒鳳

神戸市教育委員会 黒田 恭正

中谷  正

337nf 12 4.11-12. 7. 4 古墳時代後期の竪穴住居10棟、掘立柱

建物 2棟、土坑、人形土製品

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

337nf

新方遺跡 西区伊,II谷町潤和

字六反田1072-1、

2

神戸市教育委員会 中谷  正 115nf 13220～ 133 2 平安時代後期掘立柱建物 3棟、柵、落

ち込み、土坑、 ピット

工場建設

(国庫補助事業〕

115nf

丸塚遺跡第 7次調査 西区玉津町丸塚仮

替地 2街区 1号

神戸市教育委員会 中谷  正 47rf 13 3 14-13 3 19 中世の溝 共同住宅建設

(国庫補助事業〕

47Hr

日輪寺追跡第 7次調査 西区玉津町小山字

日輪寺61-16

神戸市教育委員会 山本 雅和 720Hf 12 4  1 -12 5,12

前年度か ら継続

弥生時代後期後半の竪穴住居 1棟、土

坑、 ビット、平安時代後期木棺墓、掘

立柱建物  平成13年度報告書刊行済

宅地造成

〔国庫補助事業〕

720Hf

今津遺跡第14次調査 西区玉津町今津字

石羽548-1、 549

-1

神戸市教育委員会 阿部 敬生 160nf 12 4 11-12 4 24 弥生時代末～古墳時代初頭の濤 個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

160HF
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平成12年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (通常事業に伴う調査)(1)

追 跡 名 所  在  地 調 査 主 体 調査担当者 調 査 期 間 調 査 内 容 調 査 原 因

l 深江北町遺跡第 9次調査 東灘区深江北町 1

丁 目 3・ 4・ 5・

6

伸戸市教育委員会 山本 雅和

阿部 敬生

中谷  工

12 5  8～ 12 7 31 奈良～平安時代の柵、掘立柱建物、溝

大型土坑、流路他、F承和』 銘木簡、

『 酵』墨書土器 平成13年度報告書刊行

共同住宅建設

2 郡家遺跡第66次調査 東灘区御影町御影

字岸本1549-14

神戸市教育委員会 池田  毅 35雷 12 6 22-12 7  4 弥生時代後期～古墳時代前期のビット

溝、落ち込み

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

35∬

3 西平野遺跡第 3次 -1

2調査

束灘区御影町字上

の山

神戸市教育委員会 須藤  宏

中居さやか

12 5  8-12 5 22

1284～ 12821
弥生時代のビット、土器溜まり、古墳

時代の土器埋納土坑、中世の石列、土

器溜まり

区画整理事業

4 都賀遺跡第16次調査 灘区神前町 3丁 目

9番

神戸市教育委員会 関野  豊 1241～ 124.28

前年度から継続

弥生時代中期の方形周溝墓 ?、 弥生時

代末の溝、 ビット、石組、中世の掘立

柱建物

公園造成事業

5 雲井遺跡第11次調査 中央区雲井通 2丁

目-5
神戸市教育委員会 池田  毅 12.1011～ 121024 弥生時代中期の溝、 ピット 店舗 ビル建設

6 雲井遺跡第12次調査 中央区琴ノ繕町 3

丁目

神戸市教育委員会 富山 直人 100Hf

100Hf

12326～ 13331
次年度へ継続

遺物包含層検出 個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

7 雲井遺跡 。日暮遺跡

(試掘)

中央区二宮町、旭通、

雲井通、日暮通、八雲

通、東雲通、筒井町

神戸市教育委員会 池田  毅 54 nf 13 1 26-13 2  8 雲井遺跡では弥生時代中期の遺物包含

層、古墳時代後期の遺物、 日暮遺跡で

は中世の遺物を確認 した

詳細確認調査

〔国庫補助事業〕

54∬

8 小野柄遺跡第 1次調査 中央区小野柄通 2

丁目

神戸市教育委員会 哉

格

俊藤

尻

内

井

900nf 12. 5 29-12 8  1 縄文時代後期の落ち込み、弥生時代の

溝、 ピット、中世以前の溝

都市計画関連道路

関連住宅建設事業

2,700mf

9 熊内遺跡第 3次調査 中央区熊内橋通 7

丁目-1
神戸市教育委員会 安田  滋 13331～ 13331

次年度へ継統

旧市電車庫、搬車台基礎 市バス車庫跡地整

備事業

下山手遺跡第 4次調査 中央区下山手通 8

丁目 5番 1

神戸市教育委員会 中谷  工 15言

15∬

13 3 5～ 13 3 8 近世の暗渠 個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

上沢追跡第38次調査 兵庫区松本通 8丁

目

働神戸市体育協会 富山 直人 12 4 24-13 1 23 弥生時代後期の溝、平安時代前半の掘

立柱建物、中世の ビット

道路建設事業

中遺跡 北区八多町中 143

-1他
神戸市教育委員会 川上 厚志 500∬ 12518～ 12.526 溝、 ピット 商業施設建設

500nf

上小名田遺跡 北区八多町吉尾字

上小名田

働神戸市体育協会 富山 直人 12 11 27-12 12 21 中世の溝、土坑、 ピット 汚水管敷設事業

湯山遺跡第 5次調査 北区有馬町 働神戸市体育協会 富山 直人 12 8  2～ 12 10 18 奥ノ院と考えられる掘立柱建物、石組

等

銀の湯建設事業

15

-1

勝雄遺跡第 7次 -1調査 北区淡河町勝雄字

南垣内1294他

①神戸市体育協会 西岡 巧次 197nf

197nf

12118～ 12H29 鎌倉時代の土坑、 ピット 圃場整備事業

-16-



平成12年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (通常事業に伴う調査)(2)

遺  跡  名 所  在  地 調 査 主 体 調査担当者

掘 削 面 積

調 査 期 間 調 査 内 容 調 査 原 因

延調査面積

‐５

　

・
２

勝雄遺跡第 7次 -2調査 ゴヒ区淡河町勝雄字

南垣内1274-1

働神戸市体育協会 西岡 巧次 17af 121124～ 121127 中世のビット 圃場整備事業

〔国庫補助事業〕

17nf

勝雄遺跡第 8次調査 北区淡河町勝雄48

他地先

動神戸市体育協会 西岡 巧次 800nf 12118～ 13.129 弥生時代後期末～古墳時代初頭の竪穴

住居、中世の溝、ピット、落ち込み

圃場整備事業

800∬

木之元遺跡第 4次調査 北区淡河町南僧尾

字木之元

働神戸市体育協会 西岡 巧次 250nf 1246～12421 ビット、落ち込み 圃場整備事業

250∬

野瀬遺跡第 1次調査 北区淡河町字津本

他

働神戸市体育協会 郎

生

一
一
敬

伯

部

佐

阿

3,198nf と2117～ 132 5 中世の溝、土坑、 ビット 圃場整備事業

3,198nf

‐８

　

セ

野瀬遺跡第1-2次調査 北区淡河町野瀬宇

中嶋、沢

研神戸市体育協会 井尻  格 380Hf 13126～ 13.213 中世のビット、落ち込み、牛馬足跡 圃場整備事業

〔国庫補助事業〕

380Hf

五番町遺跡第 8次調査 長岡区四番町 5T

目

働神戸市体育協会 佐伯 二郎 1,480Hf 816～ 121025 古墳時代の溝、流路 長田駅東住宅建設

事業

1,480Hf

五番町遺跡第10次調査 長田区四番町 6丁

目 4

神戸市教育委員会 川 上 厚志 200nf 13313～ 13331 縄文時代晩期の土坑、弥生時代最終木

?の溝

学生寮建設

400Hf

御蔵遺跡第37次 -1～ 4

調査

長田区御蔵通 4丁

目

働神戸市体育協会 口野 博史

井尻  格

阿部  功

195Hf 12. 5 29-12 11, 7 飛鳥時代～平安時代の井戸、溝、落ち

込み、 ピット

平成14年度報告書刊行

国道28号線拡幅

248nf

戎町遺跡第32次調査 須磨区大田町 2丁

目 2、  3

神戸市教育委員会 日野・須藤・山口・

池HI・阿部,浅谷・

関野・阿部,中谷

140nf 12.H.6～ 121110

12,12 8～ 1212.13

弥生時代前期～中期の溝、土坑、落ち

込み、 ピット、弥生時代中期～後期の

溝、土坑、落ち込み、 ビット

共同住宅建設

280nf

戎町遺跡第33次調査 須磨区平田町 4丁

目 1番 1号

神戸市教育委員会 中谷  工 80nf

80nf

13326～ 133.31

次年度へ継続

中世後半の溝、大型土坑、土坑、ピッ

ト

共同住宅建設

野出遺跡第 2次調査 垂水区馬場通44番

1

神戸市教育委員会 中谷  工 60nf 12124～ 12127 鎌倉時代初頭の土坑、近世、近代の溝 個人住宅建設

(国庫補助事業〕

60Hf

今池尻遺跡第 2次調査 西区伊川谷町潤和

字合木

働神戸市体育協会 滋

吾誠

田

谷

安

浅

1,200nf

3,000nf

12530～ 12.106 弥生時代中期土坑、溝、弥生時代末～

古墳時代初頭河道他、古墳時代後期水

田、河道、平安時代後期掘立柱建物他

道路建設事業

〔出合新方線〕

小寺遺跡第 4次調査 西区伊川谷町カイ

チ199

神戸市教育委員会 池田  毅 63nf 12 12 22-13 1 5 古墳時代後期の溝、落ち込み 住宅付属建物建設

〔国庫補助事業〕

63mf

新方遺跡 西区伊川谷町潤和 神戸市教育委員会 川上 厚志 132nf 12 4 24-12 5 15 弥生時代後期末の竪穴住居、掘立柱建

物 ?、 古墳時代後期の溝、落ち込み

工場建設

364nf

28 丸塚遺跡第 6次調査 西区玉津町丸塚字

古井82-1

神戸市教育委員会 中谷  正 40言 12 8 21-12 8 31 弥生時代末～古墳時代初頭の水田 個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

40Hf
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平成12年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (通常事業に伴う調査)(3)

NQ 遺 跡 名 所  在  地 調 査 主 体 調査担当者

掘削面 積

調 査 期 間 調 査 内 容 調 査 原 因

延調査面積

出合遺跡第43次調査 西区玉津町出合字

中ノ田474-5

神戸市教育委員会 池田  毅 35Hf 12 7.25-12. 8  2 古墳時代初頭頃の水田 個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

35nf

出合遺跡第44次調査 西区玉津町出合字

中ノ田474-5

神戸市教育委員会 池田  毅 30nf 1294～12.97 古墳時代初頭頃の水田 個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

30nf

青谷南遺跡 (試掘) 西区玉津町水谷

397-24他

神戸市教育委員会 西岡 巧次 180Hf 133.13～ 13.328 弥生土器、飛鳥時代～奈良時代の須恵

器が出上

玉津福祉アーン建設

〔国庫補助事業〕

180nf

栃木遺跡 西区櫨谷町菅野字

野手

神戸市教育委員会 中谷  工 80mf 12913～ 129,19 古墳時代の溝 個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

80nf

福谷遺跡 (試掘) 西区機谷町福谷 け神戸市体育協会 川上 厚志 32Hf 12 5 16-12. 5 17 遺構、遺物 は確認 されなかった 汚水管布設事業

32Hf

寺谷遺跡-1調査 西区櫨谷町寺谷字

五反田

け神戸市体育協会 佐伯 二郎 1,473nf 126.6～ 12612 中世の上坑 圃場整備建設

〔国庫補助事業〕

1,473nf

３４

　

・
２

寺谷遺跡-2調査 西区櫨谷町寺谷字

五反田

働神戸市体育協会 佐伯 二郎 146nf 126 9～ 128.1 中世の溝、土坑 圃場整備事業

146Hf

西区NQ255遺 跡 (試掘 ) 西区強谷町寺谷字

下神尻、平尾

神戸市教育委員会 井尻  格 196nf 13.3.14～ 13323 溝、土坑を検出 した 圃場整備建設

〔国庫補助事業〕

196af

居住小山遺跡 (試掘) 西区平野町慶明字

宮端201番

神戸市教育委員会 須藤  宏

橋詰 清孝

中谷  エ

40nf 127.11-12717 古墳の周溝、溝 公会堂建設

〔国庫補助事業〕

40∬

居住小山遺跡 (試掘 ) 西区平野町慶明 け神戸市体育協会 阿部  功 58nf 13. 1 22-13. 1 30 遺構、遺物 は確認 されなかった 汚水管布設事業

58nf

芝崎遺跡 (試掘) 西区平野町芝崎 け神戸市体育協会 阿部  功 88Ef 13110～ 13.119 遺構、遺物は確認 されなかった 汚水管布設事業

88nf

玉津田中遺跡 (立会) 西区平野町中津字

橋爪

神戸市教育委員会 明

毅

康治

田

丹

池

23nf 12713～ 127,18 弥生時代～中世の遺物が出土 農業用倉庫建設

〔国庫補助事業〕

23nf

玉津田中遺跡 (試掘 ) 西区平野町芝崎 け神戸市体育協会 阿部  功 33Hf 13110～ 13119 遺構、遺物は確認されなかった 汚水管布設事業

33Hf

竪田遺跡 西区平野町竪田字

前田298-1、 2

神戸市教育委員会 井尻  格 240nf 13 2 20‐ ψ13. 3. 9 弥生時代の溝、落ち込み、 ビッ ト 個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

240nf

王塚古墳 西区王塚台 3丁 目 富内庁書陵部 徳田 誠志 260mf 12,9.27～ 121117 墳丘葺石、円筒埴輪等 護岸工事

260Hf

―-18-一



平成12年度埋蔵業化財発掘調―査一覧表 (通常事業に伴う調査)(4)

WQ 輩 跡
―

名 所 在 地 1調 査1主 体 鱒 銘

鶴 Hll面 穣

調 査 期 間 調 |1査  内  容 調 査 原 因

態鶏蒼面驚

43 蝉 lⅢ雉
―

長口区沐導嬢?丁

目

兵庫県数青委員会 難 :瑚

主田健太郎

Ⅲ6ぜ I五 12.271■ 10.を とをd 雑 錬鮒 初めめ掘立樫

勘 、 ふ 功
―

道路建設

t高穂彦鞘醐
む564F

撃 瀬 Ni TI世 m掬閣嚇 1酉区棋谷町菅野地
―施―

難 韓 酷 ―11卜」  =       1靭 .

積庶1芝民

営口 蔚平

3加ギ 重 1=k6-血 EI閣 弥生、古墳Ⅲ素真●申世の集落跡 道路建設

帥帝 常″!痢

期

45 芦卵席31掲膨露 蜘 瞬

輔

大手前大学者古学

1臓会
欝
野

榊
麟

1朗 協 0,1～1,.,,.15 靭     靭
―

騨 準辮皓卸 僣 欲手翔時

粘 鰤 )

鞠 館

13鷲
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1 郡家遺跡 第67次調査

1.は じめに

fig.10

調査地位置図

1 : 2′ 500

2.調査の概要

基本層序

ノ

ガ

°́ ‐・
‐イ

:

ぐん げ

郡 家 遺 跡 第67次調査

郡家遺跡は、東灘区の西部、石屋川と住吉川に挟まれた扇状地上に位置する集落遺跡で

る。過去の数字にわたる調査において弥生時代～近世の遣構、遺物が確認されており、

甲山南麓屈指の複合遺跡である。

今回の調査は個人住宅建設工事に伴うもので、弥生時代後期～中世の遺構、遺物が確認

れた。

ヽ

fO

Ⅱ.平成 12年度の復興事業に伴う発掘調査

I P

,イ ,7

!キ ヽ

調査は敷地内の住宅建物建築部分 (1～ 3区)と」1水路設置部分

し、 2面の遺構面が確認された。

上層より盛土、旧耕土層、遺物包含層の順で、遺物包含層の上面が第 1遺構面、その下

層上面が第 2遺構面となる。遺物包含層は2区の南端部、 3区の西半部、 4区の南半部に

5～ 10cm程度の層厚で存在する。第 2遺構面の現GLか らの深さは、遺構面ベースが北東

から南西に向かって下 り斜面になっていることから、 1区の東端部で-30cm、 2区の南端

部で-70cmを測る。遺構面ベース層とその以下層は粗礫混りの砂質土層で、遺構面になり

うる層位、遺物は確認されなかった。

全体の攪乱が著 しく、遺構面の遺存状況は決 して良 くないが、 2面の遺構面が確認され

て、掘立柱建物、ピット、溝、落ち込みなどの遺構が確認された。

連週

―-27-―



第 1遺構面

第 2遺構面

S B01

S B02

S X01

S D01

S D02

S D03

-06

S D07

S P01

figJ l

調査地全景

旧耕土層の下層、遺物包含層の上面で確認された遺構面で、 1区と3区でピットが検出

された程度である。時期の特定は難しいが、中世の範囲内に属する遺構面と推定される。

遺物包含層の下層上面で確認された遺構面で、古墳時代後期～平安時代前期の遺構が検

出された。

3区の東端部で検出された東西 2間 ×南北 1間以上の掘立柱建物で、調査区内に存在す

る柱穴の規模は、径約50～ 60cm、 深さ約30～ 55cm、 柱穴間隔 8～ 2mを測る。柱穴内から

の出土遺物から概ね平安時代前期に属するものと考えられる。

1区の西半部で検出された東西 3間 ×南北 3間と推定される掘立柱建物で、攪乱により

多 くの柱穴が失われているが、総柱である可能性が高い。遺存する柱穴の規模は、径約60

～80cm、 深さ約40～ 60cm、 柱穴間隔約 1.2～ 1.6mを測る。柱穴内からの出土遺物はほとん

どなく、時期の詳細は不明である。

1区の東端部で検出された一辺約 3m程度と推定される方形状の落ち込みで、竪穴住居

の可能性も考えられるが確証はない。出土遺物から古墳時代後期に属すると考えられる。

4区検出された幅約50cm、 深さ約10cmを測る小規模な溝状遺構で、埋土中より奈良時代

に属する須恵器の小片が出土 している。

2区の北端部で検出された溝で、遺存する部分で幅約80cm、 深さ約15cmを 測る。埋土中

より古墳時代のものと考えられる須恵器の小片が出土 しているが、詳細は不明である。

2区の中央部で検出された幅約20～ 40cm、 深さ約15～30cmを 測る小規模な溝で、 S D03

より古墳時代に属する須恵器片が出上しているが、 S D04～ 06については、ほとんど出土

遺物はなく、詳細な時期比定は難 しい。

1区の東端部で検出された溝で、幅約80cm、 深さ約20cm程度と推定されるが、攪舌しによ

り失われている部分が多いため、詳細は不明である。出土遺物から古墳時代後期に属する

ものと考えられる。

3区で検出された方形状のピットで、一辺約70cm、 深さ約60cmを 測る。規模や位置関係

,コ卑tユ|
「 Ci
t・

|:″ :

■
■み

子
ヽ

Ｆｉ
線

■
綿
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1.郡家遺跡 第67次調査
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Fig。 12 調査区平面図
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出土遺物

から昭和61・ 62年度において検出された掘立柱建物 (S B02)の北西隅の柱穴にあたる可

能性が高い。

今回の調査では遺物包含層にあたる層位がほとんど遺存しておらず、また、攪舌しによっ

て遺構の多くが失われていることもあって、出土遺物は極めて少ない。時期別にみてみる

と、古墳時代後期 (TK43型式併行期)の ものが最も多く、S X01か ら特に多く出土 して

いる。器種としては、土師器甕、須恵器郭・壺・甕が大半である。その次に多いのが平安

時代前期に属するもので、S B01の柱穴内より黒色土器片も出土している。その他、旧耕

土層からは中世に属する白磁の破片も出上している。

ー
7

1245・―SX01 3-・ SD07
6・ …SB02-P1 7… SD01

fig。 13 出土遺物実測図

3.ま  と め  今回の調査では、主として古墳時代後期と平安時代前期に属する遺構が確認された。平

安時代前期に属する遺構としては、先ずS B01が挙げられるが、S B02も 昭和61・ 62年度

調査において検出された掘立柱建物やS BOと などと方向性が同じであることから、ほぼ同

時期に存在した建物であると推測される。昭和61・ 62年度調査においても検出されたSB

01・ S B02、 今回の調査においてのS B01・ S B02は、計画性をもって、南北方向の軸線

を基準として整然とコの字状に配置されており、官衛 (郡衛)的な様相の強い建物群であ

ることがうかがえる。古墳時代後期に属する遺構としてはS X01、 S D07な どが挙げられ

るが、 S D02～06も 概ねその範疇に入るものと推定される。郡家遺跡は古墳時代中期～後

期にかけて1つ の盛行期が認められるが、昭和61・ 62年度調査においては、古墳時代に属

する明確な遺構が確認されていない。しかし、今回の調査においては、古墳時代後期の集

落が同地域にまで拡がることが明らかになり、今後において郡家遺跡の諸相を検討する上

で重大な成果である。
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1.は じめに

fig.14

調査地位置図

1 :2′ 500

2.調査の概要

基本層序

検出遺構

第 1遺構面

S D01

第 2遺構面

S X201

S D201

S D202

S D203

2 郡家遺跡 第69次調査

ぐん げ

2.郡 家 遺 跡 第69次調査

郡家遺跡は、石屋川と住吉川によって形成された扇状地上に位置する遺跡である。 これ

まで70回近くにおよぶ調査の結果、弥生時代中期～中世にかけての遺構・遺物が確認され

ている。特に奈良時代の大型掘形をもつ掘立柱建物や緑釉陶器などが確認されており、郡

衛等の役所の所在地と推定されている。今回の調査地である御影中町周辺では、これまで

に古墳時代中期の水田・竪穴住居・掘立柱建物・祭祀土坑・玉類等が確認されている。

十~~  ｀

今回の調査は、個人住宅建設に伴いその基礎等が遺跡に影響を与える範囲に限定して調

査を行った。なお、基礎杭・梁部分毎に1～ 10区 と小地区に分けた。

現地表面から盛土・旧耕作土 (灰褐

色シルト・灰白色シルト質極細砂)。

古墳時代遺物包含層および中世遺構面

(暗褐色砂質土)・ 古墳時代中期～後

期遺構面および地山 (黄褐色粗砂)の

順で堆積している。

争優琶目耽「質細砂=熾
作D

4 灰色粗砂   (SD01埋 上 )

5 暗褐色砂質土 (古墳時代後期遺物包含層 :中世遺構面)

6 晴茶褐色砂質土―かなり締まつた土

7 黒灰色シル ト質細砂―粘質・茂混 じる

8 淡茶褐色シル ト質細砂

9 赤褐色シル ト質細砂

10黒灰色砂質上

11黄掲色粗砂 (地山 :古墳時代中期～後期遺構面 )

Fig.15 調査区東壁土層断面図

(SX201埋 土 )

地表面から包含層までは、-110cm、 遺構面までは-130cm前後である。

今回検出した遺構は、第 1遺構面では溝 1条・ ピット3基を、第 2遺構面では溝 3条・

土坑 3基 。落ち込み 1基・ ピットと基を検出している。

検出長9.2m、 幅25cm、 深さ10cmの東西方向の溝である。埋土は灰色粗砂のみで、土師

器・須恵器片を含む。耕作に伴うものと考えられる。

4区で検出した落ち込みである。深さは20cmで 肩口に40cmほ どの突出部分がある。落ち

際では土師器高杯 2個体・土師器甕が出土している。高杯は、天地を逆にして設置された

ような状況で出土した。周辺には焼土・炭等が広がっており、篭と考えられる。そのため、

この落ち込みは、竪穴住居の可能性が高い。

10区で検出した検出長 lm、 幅70cm、 深さ5 cm前後の溝である。「>」 の字形に屈曲す

る。埋土は茶灰色粘質上で、遺物の出土は確認されなかった。

8区で検出した検出長 1.lm、 幅35cm、 深さ10cm前後の南北方向の溝である。埋土は暗

茶灰色シルト質細砂で、炭は含まれるが遺物の出土は確認されなかった。

6区で検出した検出長60cm、 幅25cm、 深さ10cm前後の東西方向の溝で、淡黒灰色シル ト

質細砂。遺物は出土しなかった。S X201と の関連から竪穴住居の周壁溝の可能性がある。
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S K201   2区 で検出した直径90cm、 深さ20cmの 円形土坑である。埋土は茶灰色シルト質細砂で、

古墳時代後期の上師器・須恵器片が出土している。

S K202  3区で検出した検出長60cm、 深さ40cmの 土坑である。埋土は上層に淡茶褐色土、下層に

茶褐色砂質土である。埋土からは古墳時代の土師器・須恵器片が出土している。

出土遺物   S X201を 中心に24ゼ コンテナ2箱分の遺物が出上した。内容は中世 。古墳時代中期～

後期の須恵器・土師器・鉄製品などである。

先述の通り、遺物包含層が良好に堆積しているが、まとまった遺物の出土はなかった。

また、他の溝・土坑からも若干の出土を確認するのみにとどまった。

3。 ま と め  調査の結果、遺跡の東端と考えられていたが、遺跡がさらに広がることが認められた。

S X201は竪穴住居と考えているが、他方の立上がりが確認されておらず、確証は得てい

ない。また出土遺物を洗浄したところ、古墳時代中期の土師器と共に、中世土師器鍋と類

似したタタキロをもつ土器片の出土が判明した。今後当該期の上器との検討が必要である。

璽
国
駆
□
枢 第1遺構面 (中世)

SK202 第2遺構面 (古墳時代中期～後期 )

0         5m
SX201

0    50cm

Fig.16 調査区平面図

fig。 17 出土遺物実測図
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3.篠原遺跡 第21次調査

しの はら

3.篠 原 遺 跡 第21次調査

篠原遺跡は、都賀川が形成した丘陵扇状地に立地する縄紋時代から平安時代に及ぶ集落

遺跡で、縄紋時代では中期の竪穴住居、後期の土坑、晩期の甕棺が、弥生時代では後期の

竪穴住居、溝等が検出されている。

Ч 蒻

1. はじめに

fig.18

調査地位置図

1 : 2′ 600

2.調査の概要

第 1遺構面

S B01

S B02

S D01

S K01

S K02

S K03

第 2遺構面

自然流路

第 3遺構面

壺  棺

現代の盛土直下には旧耕土 。旧床土 _

があり、その下には12～13世紀代の遺 一

物を少量含む第 4・ 5層が堆積する。

まず、 粗砂 が混 じり締 ま って いな い こ  fig.19調 査区東壁土層断面図

とで分層した。第 7層内の遺物は弥生時代後期末のものと思われる。第 7層上面で検出し

たものは調査区西半で南北方向に流れる自然流路のみである (第 2遺構面)。

第 7層除去後に検出したのが第 3遺構面で、当調査区における最終遺構面である。

南北 4間 (7m)以上、東西 3間 (5,7m)以上の総柱の掘立柱建物である。 S K01・

02に柱穴を破壊されていることから、13世紀前半以前と考えられるが、柱穴から検出した

遺物もS K01出 土遺物と時期差は殆どない。

南北 3間 (5。5m)以上、東西 1間 (2m)以上の掘立柱建物である。

S B02南側で東西方向にのびる浅い溝状の遺構である。長さ3m以上、幅25cm、 深さ 2

～ 3 cmで ある。

南北 1.3m、 東西2.5m以上、深さ26cmの不整楕円形の土坑である。須恵器鉢・同碗、土

師器皿、瓦器碗の他瓦質三脚鍋等が出土した。13世紀前半のものと考えられる。

南北 1,4m、 東西 1.7m、 深さ60cmの 不整円形の上坑である。

南北2.2m、 東西 1.7m、 深さ55cmの不整円形の土坑である。

調査区西半部で検出した、南北方向の自然流路である。南北長さ9m以上、幅2.8m以

上、深さ30cmで、極少量の弥生土器片が出土した。

S X01の埋土上面で検出した。二重回縁壺が据えられており、壺棺と推定される。

調査区北東隅で検出した遺構で、南西隅にほぼ直角のコーナー部を持つ。床面は平坦で

〒式(

/́  A

/_/r

⑦ 黄灰色25Y5月 礫混じ蠅 砂

③ 灰黄褐色10YR5/2粘砂

③ 褐灰色10YR3/1ン ルト

⑩ 灰黄掲色10YR4/2細砂

⑪鞭 5Y6月 糊
⑫ 褐厩コ10YR5/11砂

C)にlSiい黄橙色10YR6/4 細砂～シルト

⑭ 黒色N7/0～ 256Y7/0シ ルト

⑮ 黒色N5/1-4/0 粘砂
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S X01

自然流路

S D02

第1遺構面

南辺中央に焼上が残存する。竪穴住居の一部である可能性もある。東西4.3m以上、南北

3.3m以上、深さ25～50cmで ある。

調査区のほぼ中央部で南北に流れる自然流路である。幅 1～ 1.8m、 深さ50～ 60cmで 弥

生時代後期末の土器片が出土した。

S X01の 南側で、これに北辺を切られる東西方向の溝状遺構である。幅2.3m以 上、東

西長 5m以上、深さ30mで ある。

底部が平坦で底のレベルが等しい事などから、S X01と S D02は一連の浅い土坑で、前

者は最終埋土を掘削したものである可能性もあるが、現時点では別遺構と考えておく。

遺物は28ゼ コンテナで14箱分出土した。その90%は弥生時代後期末～古墳時代初頭のも

ので占められており、残りが平安時代～室町時代に属している。

弥生時代後期末～古墳時代初頭の上器の内、第 6層～第 7層の上面で出土した革袋形土

器は市域では、長田区御蔵遺跡に次いで 2例 日である。

第2遺構面

fig.20 第 1・ 2遺構面平面図

-34-一



fig.21

壺棺検出状況

3.篠原遺跡 第21次調査

L=4900m

ヨ

＼

ヽ

、
＼

、
、

モ
、
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ァ
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／
／

／

fig。 23 壺棺平面図・断面図
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fig。 22 第 3遺構面平面図
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ヤ 1

~~42

諄

導 幸

1～ 17:第 1面SK01、  18・ 19:第 1面SK03、  20:第 1面SB02、  21:第 1面P比 19

22:第 7層、 23:第 6層～第7層上面、 24第 6層、 25:第 3面SK01、

26・ 27:第 3面 SX01、  28～ 31:第 3面SD01
1～牛24:須恵器、 5～ 13・ 19・ 20:土師器、 14～ 18・ 21:瓦器

その他:弥生時代末～古墳時代初頭の上器類

fig 24 出土遺物実測図
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1. はしめに

4,日 暮遺跡 第19次 調査

ひ ぐれ

4。 日暮 遺 跡 第19次調査

日暮遺跡は生田川と西狙WIIに挟まれた地域にあり、扇状地末端から低位段丘面に立地す

る弥生時代から室町時代に及ぶ集落遺跡である。弥生時代後期末の竪穴住居、古墳時代前

期・中期の竪穴住居、奈良時代中期の掘立柱建物、平安時代の掘立柱建物や鎌倉時代後期

の土坑・溝・井戸等が今までの調査で検出されている。

今回の調査は、平成 3年度に当教育委員会が実施した第 4次調査地の東隣接地で、第19

次調査である。

現地表下約50cmま では現代の盛土層で、これを除去すると厚さ約20cmの包含層 (第 1包

含層)に達する。包含層上面での標高は約 16.00mで ある。この上層の直下に第 2包含層

があるが、この第 2包含層の上面が、第 1遺構面となっている。

第 2包含層は厚さ約20～30cmあ り、直下が地山面 となっており第 2遺構面はこの面で確

認された。第 2遺構面の標高は15.5m付近である。

L=:6(Ю m

う
と

fig。 25

調査地位置図

1 : 2,500

調査の概要

基本土層

(東半区南壁)

①黒褐色25Y3/1細 砂～ンルト(第 2面 SD04)

②黒色25Y2/1ン ルト(第 2面 SD03)

③黒褐包10Ⅶ3/1細 砂～中砂

①黄灰色25Y4/1中 砂

⑤黒色25Yノ1中砂混じり細砂 (第 2包含層)

⑥黒色75Yノ1細砂～中砂

⑦黒色5Y2/1細砂

③黒色5Y2/1中砂混じり粘砂 (第 1面 SK04)

⑨オリーブ黒色「o13/1ン ルト(第 1面 SK04)

⑩黄灰色25Y4/1～ 黒褐色25V3/1中砂混じり細砂 (第 1包含層)

①黒褐色10Ⅶ3/1～3/2細砂  ①盛土

⑫黒色10YR2/1細 砂      ⑮近現代層

⑬灰黄褐色10YR4/2中 砂    ⑮コンクリート

(西半区南壁)

①黒色25Y2/1細 砂

②黄褐色25Y73細砂

③黒色2W2/1中 砂混じり細砂 (第 2包含層)

①黒褐色25Y3/1細 砂

⑤灰白roY7/2細 ～中砂

fig 26 調査区南壁土層断面図

⑥灰黄包2 5YG/2～暗灰黄色25Y5/2細 砂～ンルト

⑦暗灰黄色25Y4/2粘砂

③黄灰包25Y4/1～黒掲色2 5Yyl中 砂混じり細砂 (第 1包含層)

③暗灰黄色25Y4/2中砂混じり細砂

⑩盛土・近現代層          0                        5m
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第 1遺構面  第 1遺構面は、黒色中砂混じり細砂をベースとするもので、溝・土坑・ ピット等が検出

された。遺構の所属時期は、15世紀前後と思われるが出土遺物が少なく、確定に至ってい

ない。

S D01   幅50clll以上、長さ5m以上、深さ約30cmの 南北方向の溝である。土師器の細片が検出さ

れた。

S D02   幅lm、 長さ1l m以上、深さ約30cmの溝でS D01と 1～ 2mの
'巨

離をおいて、これとほ

ぼ平行して走る溝である。南端近くで西へ分岐しているものと考えられる。土師器、平瓦

片が出土した。

直径 1～ 2mの ものである。この中で遺物が出土し時期がほぼ特定できるのは、東端で

検出されたS K04の みである。S K04は南半が調査区外となるが、直径約 2m、 深さ約40

cmの土坑で、15世紀後半～16世紀代の土師器が出上した。

直径20～ 40cm大のもので、遺物を出土したものが少なく、またあっても細片が多いため

その時期の決定については、遺物の整理作業が終了した段階で行いたい。

第 2遺構面  地山である暗黄灰色礫混じり砂質土をベースとするもので、溝・土坑・ ピット等が検出

された。第 1遺構面同様出土遺物が少なく、時期を決定する事が困難であるが、平安時代

から鎌倉時代に属するものと推定される。

幅約50cm、 長さ9m以上、深さ約15cmの溝で、土師器・須恵器の細片が出土した。

幅約80cm～ 1.2m、 長さ20m以上、深さ約15cm～30cmの 溝で、西端は調査除外部分に重

なり明確ではない。東部で大きく南に湾曲している。後述のピットの大半はこの溝の南側

で検出されており、建物群を区画する溝であった可能性がある。土師器・須恵器の細片が

出土した。

幅約50cm、 長さ6m以上、深さ約20cmの溝で、S D02と 同様湾曲して南調査区外に続く

ものと考えられる。

S D04   幅約50～ 70cm、 長さ9m以上、深さ約30cmの 溝で、これもL字状の溝である。土師器の

細片が出土した。

幅約70cm、 長さ5m以上、深さ約20cmの溝である。土師器の細片が出土した。

直径20～ 40cm大のもので、遺物を出上したものが少ないが、Pit211か らは13世紀末～14

世紀中頃のものと考えられる土師器小皿が出土した。

fig,27

第 1遺構面全景

S K01

-04

ピット

S D01

S D02

S D03

S D05

ビッ ト
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4.日暮遺跡 第19次調査

SD! fPO子_

留
Ъ
□□

SK02

SK03

第1遺橋面
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台
ゴ

／

‰
靴
ガ

Ｏ。］瀬〉』賄
哺
∞い

fig。 28 調査区平面図
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fig.29

第 2遺構面全景

璃 マ

1～ 3:第 1遺構面 SD02
10～ 11:第 1遺構面ベース土

4～ 9:第 1遺構面 SK04
12:第 2遺構面 p止221

fig 30 出土遺物実測図
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5。 生田町古墳群 第 1次調査

古墳群 第 1次調査

生田町古墳群は、六甲山系南麓の新生田川右岸に位置する。この川は、明治初年に現在

の位置に付け替えられたもので、本来は当古墳群の西側を流れていた。

当該地周辺には、かつては横穴式石室を持つ古墳が複数存在していたといわれているが

江戸時代の開墾や明治以降の急速な市街地化により、現在は全くその姿を止めていない。

この古墳群については、明治～大正期に工事中に発見されたものの簡単な報告が、わず

かに残されているだけで、その実態は明らかでなかった。

また、この周辺の遺跡の分布は明確でなかったが、平成元年以降、熊内遺跡 (弥生時代

後期～古墳時代初頭・集落址)、 二宮遺跡 (飛鳥時代・集落址)が発見され、遺跡の分布

状況が次第に判りつつある。

今回の調査は共同住宅の建設によるもので、建設予定地の南半分について全面調査を実

施した。なお、調査は前年度からの継続である。

1. はじめに

塚、ム
ヽ
準
大

ｔ
ｒ

ふ
捌

fig.31

調査地位置図

1 :2′ 500

胡

芳

伸

″ケ．
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2。 調査の概要

平成|十年度の調査

基本層序

主な遺構

S X01

調査前の状況は、家屋が除去された更地であった。現況では北東～南西方向に下がる地

形となっている。

平成12年 3月 末までに、機械掘削、人力で攪乱坑の清掃や旧耕土を除去し、遺構検出作

業と平行して、遺構埋上の除去を始めた。 4月 に入ってからは、前年度に引続き遺構検出

作業、遺構埋土除去作業を行なった。その結果、古墳時代後期の土坑状の遺構や中世～近

世の溝、ピット等が検出された。遺構埋土除去後、写真撮影・測量を行ない、調査を完了

した。

調査範囲内は、近世から現代に至る耕作と建築工事等によって掘り返されており、遺物

包含層は全く存在せず、遺構検出面も攪乱坑の間にわずかに残されている状況であった。

基本層序は①現況表土、②瓦礫まじり赤褐色焼土 (第 2次世界大戦時の戦災によるもの)、

③暗褐色腐食土 (戦災直前の整地土、地表面)、 ④暗褐色混礫土 (近代頃の整地土)、 ⑤

暗褐色砂質土 (近世～近代の耕作土)、 ⑥黄灰褐色～白色混礫細砂～粗砂 (遺構検出面)、

①～⑥層までの深さはおよそ60～80cmで ある。

調査地南西部に位置する遺構で、最大残存長約4m、 幅約1.5m、 深さ約40cm、 U字形

の断面形を呈する。内部には黒褐色砂質土が堆積していた。溝または細長い土坑状の遺構

である。南側を近世の溝、北側を近 。現代の建物基礎で潰されており、全体の形状は明ら

かでない。遺構の底面からやや浮いた状態で、古墳時代後期の須恵器 (台付長頸壺、甕、

郭身、蓋)、 土師器が発見された。これらの土器は須恵器高杯の蓋 1点を除いて、細かく

割れた状態で出土した。なお、この遺構は、試掘調査の時に確認されたものである。

fig,33 S X01平 面図
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fig。 32 S X01遺物出土状況



S D01

S P01 002

銅銭出上の土坑

古墳時代の遺構?

5.生田町古墳群 第 1次調査

検出長約 8m、 幅約 2m、 深さは南側は約70cm、 北側は20～ 30cm程度で、逆台形状の断

面形を呈する。堆積土の上層に10～20cm大の円礫が帯状に堆積しており、礫を投入して溝

を埋め戻したことが判る。礫と共に近世の陶磁器が出土した。この遺構は先述のS X01と

重なるように掘りこまれている。

北東部で、直径約20omの ピットが2基検出された。中世～近世頃の遺構と推定されるが

出土遺物がほとんどなく、正確な時期の判定はできない。

北東部の現代攪乱坑の底面を清掃中に銅銭を 2枚発見した。周辺を精査すると、直径約

lmの土坑の底に置かれていたことが判かった。その他の出土遺物はなく、埋納の理由は

不明である。

南東部の建物基礎を除去中に、調査区壁真近で、古墳時代後期の須恵器郭身が 1点出土

した。壁面の土層を観察すると、深さ約20cmの 土坑または溝の一部とみられる黒色粘性砂

質土の堆積層が、幅約 lmにわたって認められた。遺構のほとんどが調査区外に出ており、

また、調査区内の部分も建物基礎で壊されて、詳細は判らない。

＼

土器出土地点

0                        10m

デ

縄

土器・出土地点

Fig.34 調査区平面図

―-43-―



み

腱

fig.35

調査区全景

fig 36

出土遺物実測図

3。 ま と め

「
'″ ″

1・ 2 SX01
3 南東部遺構状落ち込み

0               10cm

調査の結果、古墳時代後期の溝または土坑状の遺構 1条、近世の溝、 ピット、土坑を検

出した。

当該地周辺は、古 くから生田町古墳群 (6世紀～ 7世紀 ?)の所在 した場所と伝えられ

ている。今回の調査区では、古墳時代後期の遺構を確認 したが、後世の攪乱が著 しいため

その性格は不明である。現在の段階では、古墳の周溝の一部である可能性を示唆するに止

めたい。

今回の調査では、古墳としての明確な規模、形状等を捉えることができなかったが、周

辺地に、当該期の遺構が残存する可能性を示 しているものと言えよう。
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6.下山手遺跡 第3次調査

しもやま て

6.下山手遺跡 第 3次調査

1.は じめに   下山手遺跡は六甲山系の南麓、旧宇治川と旧鯉川に挟まれた段丘上に位置する弥生時代

～近世の複合遺跡である。

今回の調査は共同住宅建設工事に伴うもので、平成 3年度に実施された第 1次調査地の

周縁部にあたる部分である。

超

F勢
手小学校

本 寿

2.

Fig.37

調査地位置図

1 :2′ 500

調査の概要

基本層序

調査は便宜上、調査区域を1～ 6区に区分して行なった。

当地が傾斜地のため、層序は地区によって少し差異があり、遺構面までの深さにも違い

がある。上層より盛土、旧耕土層で、 1、 4区旧耕土層の下層に遺物包含層 (暗灰褐色砂

質土)が存在し、その下層であるバイラン混りの砂質土層の上面が遺構面となる。現GL

からの遺構面までの深さは、-80cm～ -130cmを測る。そのさらに下層については、遺構、

遺構面になりうる層位面、遺物が確認されなかった。

―
墓 墓 垂 垂 垂 垂 墓 墓 ≦ 墓 璽 墓 茎 墓 ≦ 垂 墓

藝 ...。 .

fig,38

1区西壁

土層断面図

1 盛土及び撹乱土

:§ ξξ瞥尋宮垂 砂質土 ]旧

耕土層

7濃 灰褐色細礫混り砂質土 (流土状推積層 )

8晴 灰褐色砂質土 (遺物包含層 )

9黒 灰褐色粘砂土 (SD01埋 土 )

10暗褐灰色粘砂土 (SD01埋 土 )

11 黒褐色粘砂土 (ビット埋土 )
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遺 構    検出遺構は 1、 4区に集中する傾向があるが、全体的に攪乱が多く、それによって遺構

が失われている可能性もある。検出遣構の時期は概ね、弥生時代後期～古墳時代後期に属

するものと考えられる。以下、主要遺構のみ概説しておく。

S B01    1区の南端部で検出された東西 2間以上×南北 2間以上の掘立柱建物で、柱穴規模は径

約50～ 80cm、 深さ約30～ 50cm、 柱穴間隔は1～ 1.5mを測る。柱穴内からの遺物は、いず

れも小片で少なく、詳細な時期は特定できない。

S B02    4区で検出された東西 1間以上×南北 2間の掘立柱建物で、柱穴規模は径70～ 120cm、

深さ約20～ 30cm、 柱穴間隔は1.6～ 1,8mを測る。柱穴内からの遺物は、いずれも小片で少

なく、古墳時代のものと考えられる土器片も含まれるものの、時期の特定は難しい。

S X01    1区で検出された 1辺約4,3m、 深さ約50cmを測る方形状の落ち込み状遺構である。そ

の形状から竪穴住居の可能性も考えられるが、攪乱が著しく、断定は難しい。かろうじて

遺存していた埋土より、弥生時代後期後半に属すると考えられる土器片が出土している。

遺 物    遺物は土器類が大半で、遺物包含層 (暗灰褐色砂質土)、 旧耕土層からの出上が多い。

遺物包含層からは弥生時代中期～古墳時代後期のものが確認されているが、弥生時代後期

後半と古墳時代後期のものの比率が高い。旧耕土層からは先述した時期のものに加えて、

中世のものも含まれる。遺構内からの出土は少なく、時期を特定できるものは少ないが、

遺構の一部や遺物包含層からは、 6世紀後半 (TK43型式)に属する須恵器片が数点出土

しており、集落の存続時期を考える上で重要な成果である。

3。 ま と め  今回の調査では、弥生時代後期後半～古墳時代後期の遺構が確認され、下山手遺跡の集

落様相がかなり明らかになったように思われるが、調査次数も未だ3次と少なく、北側の

山麓地域には中宮黄金塚古墳をはじめとする複数の古墳が存在した可能性が高いこともあっ

て、同地域における古墳時代後期の様相については不明な点が多い。今後の調査資料の蓄

積を待って、さらに検討を進める必要があるように思われる。

2区  / Ⅲ鞄り    
十
/   3区   /

6区

谷
返
　
＼ 4区

O一 境

ダ

fig.39 調査区平面図
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7.兵庫松本遺跡 第 3次 -1～ 5調査

第 3次 -1～ 5調査

兵庫松本遺跡は、平成 9年度に実施した試掘調査で初めて発見された遺跡で、現在のと

ころ、兵庫区松本通 2丁 目を中心とした南北 100m、 東西100mの 拡がりが考えられている。

これまでに2次にわたる調査を実施しており、今回の調査は第 3次調査にあたる。市営

住宅建設に伴って実施した第 1次調査では、弥生時代前期の自然流路や弥生時代後期後半

～古墳時代前期前半の竪穴住居、掘立柱建物、土坑、鎌倉時代後半の耕作痕などの遺構が

確認された。また、先年度に実施した第 2次調査では、弥生時代後期後半～古墳時代前期

前半の自然流路や落ち込みなどが検出されている。

今回の調査は、区画整理事業地内の擁壁建設 (第 3次-1調査)及び街路拡張 (第 3次―

2～ 5調査)に伴って実施したものである。

盛土・旧耕上の下層 (現地表下約0.9m)で遺物包含層である。暗褐色シルト層 (層厚

約10cm)上面を検出した。遺物包含層から出土する土器は少量で、時期については、小片

が多く、また磨耗が顕著なためやや不明瞭であるが、概ね弥生時代後期～古墳時代前期の

ものと考えられ、弥生時代前期の壺底部などの破片も少量含まれる。包含層の下層で検出

した淡褐色砂質シルト上面が遺構面である。遺構の密度は粗く、南部で溝状の落ち込みを

1ケ所検出したのみである。深さは12～20clnで、弥生時代前期の壺底部片などの土器が極

少量出土している。

なお、下層の状況について、工事影響深度 (現地表下約1.5m)ま でについて一部深掘

を実施して確認作業を行なったが、遺構・遺物ともに検出されなかった。

I。 はじめに

fig.40

調査地位置図

1 :2′ 500

2.調査の概要

第 3次-1調査

川 池 小 学 校
/4θ

tl i,('こ ―一 〕

酸 妖ど
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―調査区北壁土層断面図

1 灰黄色細砂混じリシルト 2(晴 )灰色シルト混じり細砂 3 淡灰色細砂 4 灰色ンルト質細砂

5(淡 )灰色シルト混じり細砂 6 灰 (茶 )色シルト質細砂 7 淡灰茶色～灰色シルト質細砂

8(暗 )灰色～黄灰色細砂～ンルト質細砂 9 灰色シルト質細砂～細砂 10 淡灰色中砂

11 階灰褐色シルト(遺物包含層)12 淡褐色砂質シルト 13 灰 (茶 )色シルト質細砂

fig。 41 第 3次 -1調査区平面図・土層断面図

第 3次-2調査  現況道路の拡幅部分について実施した調査で、調査地は第 3次-1調査地の西側に位置

している。 2面の遺構面を確認したが、下層の遺構面は河道堆積中の一段階と判断できる。

第 1遺構面  南部で清 2条、ピット3基、落ち込み2ケ所、北部で河道状の落ち込みを検出した。

S D01   調査区南部で検出した溝で、調査区内を北東～南西方向に流れる。緩やかに弧を描 くも

のと考えられる。幅45～ 52cm、 深さ9～ 15cmを測る。中央部付近で北側にやや幅の狭い溝

(S D01-2)が取りつくが、切り合い関係がみられず、同一の遺構と考えられる。弥生

時代後期頃の土器が出土している。

S X01   調査区南東隅で検出した落ち込みで、調査区外に延びている。調査区内での規模は、長

径4.3m、 短径2.2m、 深さ12cmを測る。全体の形状は不明である力＼ 内部で径約20clllの ピッ

トが 2基検出されており、平面形が多角形の竪穴住居址の可能性が考えられる。

S X02   調査区中央部で検出した落ち込みであるが、攪乱を受けているため本来の規模は不明で

ある。検出した規模は、長径3.5m、 短径2.Om、 深さ12cmを測る。内部から弥生時代後期

の上器が少量出土している。

ビット   ピットは3基検出したが、調査区内では建物としてのまとまりは認められなかった。

河道状落ち込み  調査区北半部は遺構面が西側に落ち込んでおり、弥生時代後期～古墳時代前期の土器が

出上した。検出状況から、人為的な遺構というよりは、既往の調査でも検出されたような

河道の一部と考えられる。

聰

ヴ

幽　一帥　　　　３ｍ

灰褐色シルト質細砂 2 灰茶色～灰掲色シルト混じり細砂 (日耕土 )

灰 (黄 )色シルト質細砂 (日耕上)4 黄灰色細砂 5 黄灰色シルト(旧耕土 )

(暗 )灰色細砂混じリンルト 7 掲灰色シルト質細砂 8 灰色細砂混じリンルト

灰色シルト混じり細砂～細砂 10 灰色細砂混じリシルト 11 暗灰褐色シルト

暗灰色シルト質細砂 (SD01埋 土)13 灰 (黄 )色シルト質細砂 (上面が第1遺構面 )

(淡 )灰色シルト質細砂 15 淡灰茶色シルト質細砂 16 淡褐色細砂

灰 (黄)色シルト質細砂 18 淡灰色シルト～極網砂 19 淡灰色綱砂～中砂

淡灰色～茶灰色シルト質細砂 21 掲灰色シルト 22 淡灰褐色シルト質細砂

淡灰色シルト 24 灰色シルト 25 暗灰色シルト混じり細砂

灰褐色～茶灰色シルト質細砂 27 淡掲灰色シルト質細砂～細砂 28 淡灰色細砂

褐灰色シルト質細砂 30 茶灰色細砂混じリシルト 31 淡灰色シルト質細砂

(暗 )灰色ンルト 33 晴灰色シルト質細砂 34 淡 (緑 )灰色細砂

fig.42 第 3次 -2調査区土層断面図
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7.兵庫松本遺跡 第 3次 -1～ 5調査
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fig,43

第 3次 -2
調査区平面図

小   結

第 3次-3調査

/ /

＼

/

/ 沐 9 中

第 3次-1調査においては、既調査と同様に弥生時代後期～古墳時代前期の遺物包含層

が検出され、遺物が出土した。ただし、遺構は溝状の落ち込みが1ケ所検出されたにとど

まり、第 1次調査のような掘立柱建物などの明確な遺構は検出されなかった。以上の結果

は今回の調査地の南側で実施した、第 2次調査の 1区の調査成果に近い。

第 3次-2調査においても、弥生時代後期頃の遺構を検出した。ピットは3基検出した

のみであり、掘立柱建物を構成するものかどうかは不明であるが、調査区南東隅部分では

竪穴住居址の可能性のある落ち込みを検出しており、第 1次調査で確認した弥生時代後期

後半～古墳時代前期前半の居住域が当調査地まで延びている可能性が高くなった。また、

調査区北半部で河道を検出し、河道の左岸 (南東側)に当該期の居住域が拡がることが概

ね判明してきたものと考えられる。尚、第 1遺構面よりも下層で検出した流路からも弥生

時代後期頃の土器が出土しているが、第 1遺構面出上の遺物との詳細な時期差については

今後の整理作業の進展を待って検討を加えたい。

現道路沿いの拡幅部分の調査である。東側が現況では高くなっているが、発掘調査の結

果、現代の盛上であることが確認された。東側でG.L.-80cll、 西側でG,L.-40cmで 中世

の遺物を含む灰色砂質シルトである。須恵器 。土師器・青磁などが出土している。これよ

り以下灰褐色シルトまで弥生時代後期～中世に至る遺物が含まれる。暗褐色シルトが遺構

面であると考えられ、精査を行なったが遺構は確認されなかった。調査後に下層の状況を

確認するために、 2ケ所の断割調査を行なったが、遺構 。遺物共確認はされず、全体の状

況としては黄褐色粘質土以下では遺物の出土を確認することはできなかった。

本調査区の東西両端は緩やかに下がっており、調査区西端部の流路への落ち際では、弥

生時代後期の遺物がややまとまって出土した。

ハ
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/1ヽ 第 3次-3調査においては、調査区の東西両端が緩やかに下がっており、出上した遺物

も流入したものと考えられ、調査地は緩斜面の変換点に位置するものと考えられる。尚、

調査区の西側は自然流路若しくは、湿地状の様相が推定され、平成 9～ 10年度に実施され

た第 1次調査で確認された流路に続くものと推定される。

出土遺物には中世の青磁等も含まれることが特筆される。

第 3次-3調査区の南側に位置する調査区で、現道路部分沿いの拡幅部分の調査である。

層序の堆積状況は第 3次 -3と ほぼ同様であったが、遺物の出土量は極わずかであり、

遺構面を構成する生活面も確認することはできなかった。

第 3次-3調査区よりも本調査区は低く、これまでの調査成果から北側の丘陵の南側に

は南北方向の自然流路が存在すると推定され、本調査区は層序の断面観察からも自然流路

内に位置するものと考えられる。

層序は現代盛土 (1～ 3層 )、 近現代耕土 (4層 )、 洪水砂 (5層 )、 近世耕土 (6層 )、

以下灰褐色砂質土 (7層 )、 淡灰褐色砂質土 (8層 )、 淡黄色灰褐色砂質土 (9層 )と な

る。 8・ 9層 より古墳時代から中世にかけての土師器・須恵器が少量出土した。 9層 の上

面を遺構面として遺構検出を行なったが、遺構は検出されなかった。この面の標高は8m
前後である。

調査後部分的に断ち割り調査を実施し、 9層以下の層の遺構、遺物の有無を確認する作

業を行なった。調査の結果、11～13層から微量の上師器が出土した。13層から、さらに17

層まで断ち割り調査を実施したが、遺構・遺物は確認されなかった。

堆積層は、ほぼ水平に近い堆積を示し、少なくとも古墳時代から近世にかけて幾度とな

く決水による堆積を繰り返し、畑や水田としての土地利用が行なわれたようである。また

中世から近世 。現代に至る耕作痕の方向は現在の町割りとほぼ同様の南北方向である。

僅かな面積の調査区であるが、攪乱を受けることなく比較的良好に遺構面が遺存してい

た。しかしながら遺構・遺物とも殆どなく、時期や調査対象地の性格などを明確にするこ

とはできなかった。

これまでの調査結果から、当調査区は遺跡の南西端部にあたり、遺構 。遺物ともに稀薄

になっている空間ではないかと考えられる。

現状の点的な調査成果を整合させることによって、今後遺跡の性格などが明らかになる

と考えられる。

今回の調査は限られた面積ではあったが、兵庫松本遺跡の中でその端部にあたると考え

られる地点に位置し、遺跡全体の中で広くデータを得ることができたのは、兵庫松本遺跡

の広がり、性格を考える上で貴重なデータとなったと考えられる。

′Jヽ

第 3次-4調査

第 3次-5調査

3。 ま と め

結rlヽ
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8 上沢遺跡 (第 37・ 39,42・ 43・ 44次調査)

跡    (第 37・ 39・ 42・ 43・ 44次調査 )

上沢遺跡は、六甲山系から南に派生する会下山丘陵の南東側に広がる遺跡である。平成

元年の房王寺線街路築造工事に伴う調査で発見されて以来、山手幹線拡幅に伴う調査や震

災復興に伴う個人住宅建築に伴う調査により、縄文時代から中世にかけての複合遺跡であ

ることが明らか1こ なってきている。

1. はじbに

fig 44

調査地位置図

1 : 2′ 500
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第 37次 調 査

1.調査の概要  作業は都合上、 I区 とⅡ区に分割して調査を行なった。

基本層序は、盛土、旧耕上、灰褐色礫混粗砂 (中世遺物包含層)、 灰茶色砂質土 (第 1

遺構面及び弥生時代終末期遺物包含層)、 白灰色シルト (弥生時代後期後半～終末期遺物

包含層)、 黒褐色粗砂混シルト (第 2遺構面及び弥生時代後期後半遺物包含層)、 暗黒褐色

粗砂混粘土 (第 3遺構面)と なる。

S R01-1

I区については削平を受けていて、旧耕土の下層が暗黒褐色粗砂混粘土 (第 3遺構面)

になっている。そのため人為的な遺構はほとんど確認されなかった。Ⅱ区でも、調査区の

北側については I区 と同じような状況が確認されたが、南側では暗黒褐色粗砂混粘土 (第

3遺構面)の傾斜変換点あたりから、遺物包含層の堆積が確認できた。

調査区の西半で、南北方向に流れる自然流路を検出した。検出当初は、 1本の自然流路

であると考えていたが、南北の土層断面より、灰色シルト～暗茶褐色粗砂混細砂層が、 ほ

ぼ水平に堆積している南側の流路 (S R01-2)を切る流路 (S R01-1)が確認できた。

S R01-1の 埋上の大半は細砂層であるが、下層では薄いシルト層が細砂層と互層に堆積

している。検出長1lm、 検出幅約 4m、 深さは最深で130cmで、西側は調査区外のため検

出できていない。調査区のほぼ中央で大きく西に向きを変えていて、それより南側にSR
01-2が確認できる。埋土より14世紀後半～15世紀前半の土師器の皿などが出土している。

堆積状況より急激な流れであったことが推定できる。

検出長10m、 検出幅5m、 深さは約90cm、 西側は調査区外へ延びている。13世紀～14世

紀前半に最終的に埋没した緩やかな流れで、埋土からは土師器や須恵器、青磁などの磁器

や陶器類の他、漆椀が出土している。また東側片の裾部分には、等間隔で木杭が打ち込ま

れていた。

調査区の東半に位置する東西方向に流れる自然流路で、西半はS R01に削平されている。

埋土は褐色の礫混じり粗砂層で、自然流路の肩部分には、黒色シルトが堆積している。 S

R02は幅約 3m、 深さは約50cm、 埋土より弥生時代終末期の土器が少量出土している。 S

R03は検出幅 3m以上で、北側は調査区外に延びている。深さは最深で90cmである。これ

らは1本の大きな流れの埋没時の最終堆積であることが、後の断ち割り調査で確認された。

調査区のほぼ全域で堆積が確認できる暗黒褐色粗砂混粘土 (第 3遺構面)の状況から、

S R02.S R03

S R01-2

Ⅱ区東壁

]盛 土
2 現代攪乱

11 ビット
12 ビット

3 暗黄褐色砂質土 (近世耕土)   13 晴黒褐色粗砂混粘土 (第3這構面)

4 暗褐色粗～細砂 (近世耕土)   14 明茶灰色細砂
5 暗橙掲色細～粗砂 15 暗褐色礫混粗砂
6 灰掲色礫混粗砂 (中世遺物包含層)

7 灰茶色砂質土 (第 1遺構面及び3小生時代終末期遺物包含層)

8 自灰色シルト(弥生時代後期後半～終末期遺物包含層)

9 茶灰色粗～粗砂
10 黒掲色粗砂混シルト(第 2遺構面及び弥生時代後期後半遺物包含層)

(網部Iよ遺物包含層及び遺構)
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8.上沢遺跡 (第37・ 39・ 42・ 43・ 44次調査)

この調査区は北から南へ、東から西へと傾斜していることが分かる。そして、高い部分に

あたる北側及び東側は旧耕上の下が暗黒褐色粗砂混粘土 (第 3遺構面)になっていて、 I

区同様上層の遺構面は削平を受けている。つまり中世からの遺構面が遺存していたのは、

調査区の南西部分ということになる。

鎌倉時代の土器を含む遺物包含層 (灰褐色礫混粗砂)の下層、灰茶色砂質土 (第 1遺構

面)の上面で遺構検出を行なったが、はっきりと確認できなかったため、黒褐色粗砂混シ

ルト上面 (第 2遺構面)ま で掘り下げて再度遺構検出を行なった。10基 ほどのピットを確

認したが、掘り込みは浅く、第 1遺構面で確認すべきピットの残りであると考えられる。

また、北側で検出したピットも同様のものと考えられる。

なお、南半については第 3遺構面を検出するまでに工事掘削影響深度に達したため、遺

物包含層を掘削した時点で調査を終了している。

2.ま  と め ~今回の調査地は、現地形では平坦であるが、急な斜面の裾に位置していることから、あ

る時期に造田のため、大きな削平を受けていると考えられる。そのため調査地の】ヒ側では

ほとんど人為的な遺構は確認できなかった。しかし南側では、中世からの遺構面が遺存 し

ており、また今回は遺構を確認できなかったものの、弥生時代後期後半～終末期にかけて

の遺物も出上している。隣接する南西側で調査を行なった第38次調査では、弥生時代後期

後半～終末期、古墳時代、中世にわたる遺構が検出されており、本調査地より南側には、

これまで、上沢遺跡で確認されている時期の遺構が広がるものと思われる。

I区第1遺構面

I区第2遺構面

狼

ヾ
Ｖ

狼

ヾ
Ｖ

辞
Ｖ ざ

７
fig.46 調査区平面図
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第 39次 調 査

1.調査の概要  基本層序は、盛土、旧耕土、暗褐灰色砂質上、灰褐色砂質土、灰褐色シルト質土、淡黒

褐色粘性砂質土、黒褐色砂礫土、茶褐色シルト質土、灰褐色シルト性細砂質土である。

調査区の南半は攪乱が著しく、北半で遺構面が良好に残存していた。

第 1遺構面  旧耕土掘削後、平安時代の土師器を含む淡灰色細砂を検出した。この層を除去後の面で

は遺構を検出することができず、さらに下層の灰褐色砂質土を掘削して第 1遺構面の検出

にいたった。包含層からの遺物は、古墳時代と思われる土師器が多く、古墳時代の須恵器

や平安時代の遺物がわずかに出上している。また、韓式系土器も出土している。

直径45～ 50cm、 深さ18cmで、埋土は灰褐色粗砂質土である。

直径20cm、 深さ22cmで、埋土は茶灰色粗砂質土である。須恵器椀底部や瓦、土師器が出

土している。須恵器椀の時期は11世紀後半と思われる。このピットはS P01同様、 S X01

を切っている。

直径22～ 26cm、 深さ25cmで、埋土は茶灰色砂質土である。土師器片が出土している。

その他、中央部で不整形の落ち込みS X01や 、北端で落ち込みを検出した。

S P01

S P02

S P03

fig,47 調査区東壁土層断面図

1.攪乱・盛±     11 暗茶褐色粘性砂質土
2 灰色砂      12.暗 茶掲色シルト質土
3.灰黄色粘質砂   13 黒掲色粘性砂質土～ンルト質土
4 明茶褐色粗砂質±  14 暗灰褐色粘性粗砂質土
5 淡茶灰色砂    15 階灰黄色砂 (地山)

6 灰茶色細砂    16 淡灰色細砂
7 黄灰色ンルト    17 淡灰色砂
8 灰色砂      18 淡灰色砂利
9 淡茶灰色細砂    19.褐 灰色細砂質土
10,掲灰色ンルト質±  20 灰褐色細砂

灰褐色砂礫
淡黄褐色細砂
褐灰色細砂質土
淡灰褐色ンルト
灰褐色シルト質細砂
茶灰色シルト質土
灰茶色シルト
淡褐色シルト質土
黒褐色ンルト質土
黒掲色シルト質土

竜

黒褐色シルト質土
淡黒灰色ンルト質土
黒褐色砂質土
淡黒掲色砂礫土
茶灰色砂質土
茶灰色粘質砂
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fig。 48 第 1遺構面平面図
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第 2遺構面

S K01

S K02

S K03

S K04

S X02

第 3遺構面

S K05

S K06

S K07

S K08

S D01

2。 ま と め

8.上沢遺跡 (第37・ 39,42・ 43・ 44次調査)

第 2遺構面までの包含層は弥生時代後期後半の上器を多く含む。遺構は、ピットと土坑

を検出した。

西隅で検出した120× 60cmの細長い土坑で、埋土は茶灰色シルト質土である。

西側で検出した75× 62cmの 土坑で、埋土は茶灰色シルト質土である。

西側で検出した方形と思われる土坑である。南側 。東側は削平のため不明である。埋土

は茶灰色シルト質土で、弥生時代終末期～古墳時代初頭の遺物が出土した。

東半で検出した96× 62cm、 深さ8 cmの上坑である。

中央北寄りで検出した265× 215cmの 楕円形の浅い落ち込みで、埋土は淡灰褐色細砂質

シルトである。

黒褐色シルト質土を掘削して、第 3遺構面を検出された。土器は主に上層部からの出土

が多く、弥生時代後期のものと思われる。第 3遺構面の北側は礫層で、南側はシル ト系の

上壌になる。遺構は、土坑とピット、溝を検出した。

中央北寄りで検出した。108× 90cm、 深さ8 cmのやや歪な土坑である。埋土は黒褐色砂

質土である。

東半で検出した70× 60cm、 深さ15cmの土坑である。

東半で検出した125× 80cm、 深さ14cmの土坑である。埋土は黒褐色シルト質上である。

東側は調査区外のため不明である。南北長90cm、 深さ20cmである。

西半で検出した長さ3m、 幅45cmの 西から東への溝である。埋土は淡黒褐色粘性細砂質

土である。

また、西半で東西方向のピット列を検出したが、建物としては確認できなかった。

第 3遺構面以下は、東端で断ち割りを行ない下層を確認したが、遺構 。遺物などは検出

できなかった。

今回の調査では、調査区南半がコンクリート基礎攪乱や耕作地造成のために削平されて

おり、良好な状態ではなかった。しかし、北半については遺物包含層が比較的良好に残存

し、 3面の遺構面を検出することができた。遺物の詳細な検討は行なえていないが、韓式

系土器が出土するなど、特徴も見いだせる。遺物のほとんどは、より上方に存在する生活

区域からの流れ込みであろうか。
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第3遺橋面

〆
3遣構面平面図
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第 42次 調 査

1.調査の概要  個人住宅の建設によって、遺跡の破壊される部分について発掘調査を行なった。調査の

結果、遺構面 4枚が確認された。

第 1遺構面  表土直下、 3a層上面で確認できる遺構面。この面の遺構は下の第 2遺構面でプランを

検出したが、調査区壁面の上層断面の観察により、第 2遺構面とは別の遺構面のあること

を確認した。土層断面によって確認できる第 1遺構面の遺構は、調査区南隅にあるS R02

のみ。第 2遺構面よりも新しい時代、古代末から中世の面と考えられる。

S R02   遺構を検出した第 2遺構面での幅1.7m以上、調査区南西壁で確認できる深さは約90cm

を測り、北西から南東に流下する自然流路。覆土は殆ど砂で弥生土器のみが出土している。

洪水等により上流部の弥生土器を含む遺物包含層を削り込んだものと考えられる。

第 2遺構面  3a層下面で検出された。弥生時代末の土器を含む洪水砂の堆積S R01と 掘立柱建物 S

B01・ 土坑等が確認されている。

S B01   S R01と 切り合い関係にあり、S B01の方が新しい。主屋部分は東西 3間分、南北 1間

分が検出されたが、北及び東は調査区外になる。柱間は芯々間で約2.Om～ 2.2mで 、およ

そ7尺になろう。柱穴は掘形の径50cm程のプラン円形、柱の直径が約20cm、 遺構検出面か

らの深さ25～ 55cmを 測る。P2・ P5な どは柱を抜いた痕跡が残り、P2は柱の抜き痕に

一辺10数cmの チャート2個 と石英 1個が納められていた。また、南辺及び西辺に縁を支え

る柱穴が確認されている。南辺のものは柱穴が 2個対になっており、縁部分の改築があっ

たことを伺わせる。建物の規模は確定できなかったが、縁をもつことや柱の状況からはか

なり上等な建物であったことを推測できる。

柱穴から出土した遺物は小片ばかりだが、P8か ら平安時代前半の土師器高台付椀、 S

P15か ら古代の須恵器壺が出土しており、平安時代の建物と考えてよいだろう。

S P13   調査区の北隅で検出された柱穴。掘形の径60cm程で柱径は30cmを越える。S B01の 柱よ

りは大きなもので、掘立柱建物等の一部の可能性がある。瓦片 。土師器片・須恵器片が出

土している。

0                     5m (25Y15)砂 礫、洪水砂

fig.50 調査区土層断面図
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8.上沢遺跡 (第37・ 39。 42・ 43・ 44次調査)

第 2遺構面-2 弥生時代末の遺物包含層である4a層上面で確認した。第 2遺構面で検出しきれなかっ

た遺構もあるが、両面についての写真による検討の結果、杭列S A01など4a層上面に至っ

て検出される遺構も存在する。或いは4a層が埋没した段階の遺構面として別に把握すべ

きものかもしれない。S A01の 他、柱穴状ピット若干が検出されている。

S A01   北西―南東方向 (=条里方向)の杭列。調査区内で 4本が確認された。杭自体腐朽して

痩せているが、全て遺存していた。残りの良かったPlは先を削って尖らせた径 4 cm程 の

棒杭である。杭の周囲は土壌が青っぼく変色し、柱穴状に見える。杭の間隔は芯々間でP

l-208cm― P2-121cm― P3-153cm― P4である。

第 3遺構面  4a層 の下面。 4a層は弥生時代末の遺物を多量に含む表土層であり、その下面で遺構

が検出されると思われたが、全く遺構は検出されなかった。

第 4遺構面  無遺物層である5a層・ 5b層下の6a層には遺物が含まれ、この層下面で検出した。 6

a層出土の遺物から弥生時代前期の遺構面と判断される。ただし検出された遺構は不整形

の溝状・土坑状の落ち込みで、人為になるものとは思われない。落ち込み内からの出土遺

物もごくわずかである。遺物包含層は土壌化がすすんだ安定した地表面であり、 この地点

では遺構が確認されなかったが、近辺に弥生時代前期の遺構が存在するものと思われる。

2。 ま と め  平安時代の大型建物が確認されたことが第一に注目される。第33次調査で確認された井

戸は奈良時代後半のもので、今回確認された建物は平安時代前半のものである可能性が高

い。寺院房王寺の存続期間と考え合わせ、調査地周辺には寺関係の施設ないしは富裕層の

屋敷地が奈良時代から平安時代にかけて存在していたものと考えられる。

弥生時代の遺構については第 3遺構面の後期、第 4遺構面の前期ともに遺構は検出され

なかった。しかし第 3遺構面では大量の上器が投棄されたかのような状態で出上 しており

ごく近辺に遺構が存在するものと推測される。

ガ
第卜 2遺橋面

第2遺構面-2

面

詭
／
デ
十第３遺構

ノ鞄解 監
叫
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fig。 51 遺構平面図
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第 43次 調 査

1.調査の概要

第 1遺構面

S D01

S D02

S D03

S K01

第 2遺構面

S R01

S D201

S D202

S D203

S X201

共同住宅の建設に伴い、その基礎等が遺跡に与える範囲について発掘調査を実施した。

基本層序は現地表面から盛土・耕作土・ 旧耕作上 。中世遺構面 (飛 ,島～平安時代遺物包

含層)・ 古墳時代初頭～平安時代遺構面 (古墳～飛鳥時代遺物包含層)。 弥生時代終末～

古墳時代初頭遺物包含層・地山 (暗黒茶色粗砂混じリシルト)の順で堆積している。

中世遺構面 (第 1遺構面)までの深さは1.3m、 古墳時代初頭～平安時代遺構面 (第 2

遺構面)ま では1.5mで ある。

今回検出した遺構は、第 1遺構面では溝 3条・土坑 1基・ ピット7基、第 2遺構面では

河道 1条・溝 3条・土坑 2基・落ち込み 1基・ ピット6基が検出されている。

検出長 9m、 最大幅3.5m、 深さ20cmの東西方向の溝である。第 2遺構面で検出した河

道S R01の 最終流路と考えられる。底部には3ケ所の上器群を確認している。土器群 1で

は中世の須恵器椀を数個重ねて据えたような状況で検出されている。また土器群 3で は土

師質土器邦が数個体集中して投棄された状況で検出されている。なお、遺構名については、

S R01の 中世段階での状態として便宜上S D01と 呼称した。

検出長 1.lm、 最大幅40cm、 深さ10cm前後の南北方向の溝である。灰褐色粗砂のみが堆

積し、遺物はほとんど含まれていなかった。

検出長 5m、 最大幅40cm、 深さ10cmの南北方向の溝である。灰褐色粗砂のみが堆積し、

遺物はほとんど含まれていなかった。底部には幅約20cm前後、深さ5 cm前後の鋤の痕跡が

数ケ所残されていた。遺物は出土しなかった。

1辺 90cm、 深さ20cmの不整形な方形土坑である。淡茶灰色シルトのみがレンズ状に堆積

し、鎌倉時代の須恵器・土師器片が出上した。底部は凹凸が激しく、墓坑とは考え難い。

検出長5.6m、 最大幅30cm、 深さ80cmの 南北方向の河道である。断面観察から本来は中

世面で検出されるべき遺構であったことが確認された。埋土は大きく分けて上層ではシル

ト系、下層では人頭大の礫を含む砂礫で分けられる。その境目からは奈良～平安時代の須

恵器・土師器・緑釉陶器・獣骨 ?が出土している。断面は階段状で、底部は凹凸が激しい。

検出長 3m、 最大幅30cm、 深さ10cmの東側にやや彎曲する南北方向の溝である。断面は

U字形で、黒灰色シルト質極細砂のみが堆積し、弥生時代終末期～古墳時代初頭の上師器

が出土している。

検出長3.6m、 最大幅30cm、 深さ10cmの東西方向の溝である。S D201と同様の堆積状態

で、遺物等の出土は確認されていない。

検出長2.5m、 最大幅40cm、 深さ15cmの南側に彎曲する溝である。埋土は黒灰色シル ト

質細砂である。埋没後にピットが穿たれたように、灰白色粘上が柱状に断面観察された。

約 lm以上×1.5m以上の規模で検出された土坑である。深さは20cm程 度あり、 4層 に

分けられる。それぞれの層からは、須恵器・土師器片が多数出土している。底部中央には

落ち込みが存在するようである。影響範囲のため部分的な検出であったが、形状から竪穴

住居の可能性がある。
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S K201

S K202

出土遺物

2。 ま と め

1.盛土
2.明灰褐色砂質土 (耕作土)

3 淡灰黄色砂質土 (十日耕作土)

4 淡茶灰色砂質土( 〃 )
5,淡茶褐色砂質シルト徐良～聯韻内醐胞含層)

6 茶灰色砂質ンルト (粥L～割朗祀勘 包含層)

7 灰黒色砂賢シルト (弥生時代遺物包含層)

8,暗黒茶色ンルト  働4時代遺物包含層?)

9 暗黒茶色粗砂混じリンルト(地山)

10 黒灰色含礫シルト(地山)

11.淡茶灰色ンルト質粗砂
12.淡黒灰色シルト
13 淡暗灰色シルト質粗砂

15 淡灰色細砂
16 淡茶灰色砂質ンルト
17 茶灰色砂質シルト
18.淡灰色粗砂
19 淡灰褐色粗砂
20 19と同じ
21.晴灰色砂質シルト
22 黒灰色砂質ンルト
23 黒灰色シルト質細砂
24 黒灰色粗砂混じり砂質ンルト
25,淡灰褐色粗砂
26 淡灰青色砂礫
27 25と同じ

/

8,上沢遺跡 (第37・ 39。 42・ 43・ 44次調査)

S R01の 底面で検出した直径70cm、 深さ20cmの 円形土坑である。断面は皿形で、黒灰色

粗砂混じリシルトのみが堆積しており、底部には弥生時代終末期～古墳時代初頭の土師器

が出土している。

S R01の 東肩部付近にある直径70cm、 深さ25cmの 円形土坑である。淡黒灰色砂質シル ト

のみが堆積し、弥生時代終末期～古墳時代初頭の土師器が出土している。

28ゼ コンテナ8箱分の遺物が出土した。内容は弥生時代終末期～中世の土師器・須恵器・

瓦・骨などが出土しており、また緑釉陶器も1点であるが出土している。

調査の結果、中世の段階では土器が集中して出土しているため、S R01の 最終流路を利

用し、祭祀が行なわれていたようである。土器群毎に異なった様相はみられるが、必ず土

師器 1枚を伴うという共通性がある。出土状況や器種構成等、当時の祭祀を復原する良好

な資料といえる。またS R01内 の砂礫から、小規模な土石流が平安時代頃に起こったよう

である。

一方、S R01に よる攪乱等により、古墳時代以前の遺構は東半部での検出に終わった。

しかし竪穴住居を始め、比較的多くの遺構を検出し、当時の様子を解明するための重要な

資料を得た。

11～ 27
15

乳

SR01埋土 (15を除く)

SD03埋土

払

第1遺構面
(鎌倉時代)

ノ 沌
5m

第2遺構面
(弥生時代終末期～平安時代)

fig.52 調査区平面図・土層断面図
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第 44次 調 査

1.調査の概要  今回の調査は個人住宅建設工事に伴うもので、敷地内の住宅建物建設部分について発掘

調査を実施した。古墳時代初頭～奈良時代後期の遺構、弥生時代中期から中世の遺物が確

認された。

基本層序は上層より盛土・旧耕作土・褐灰色砂質土 (中世遺物包含層)、 暗褐灰色砂質

土 (奈良時代遺物包含層)、 暗灰褐色砂質土 (古墳時代遺物包含層)の順で、それぞれの

遺物包含層の下層上面が遺構面になりうるが、中世については遺構は全く検出されず、奈

良時代についても調査区の東端部でピット状の落ち込みを確認した程度で、明らかに遺構

面として認識できたのは暗灰褐色砂質土 (古墳時代遺物包含層)の下層上面のみである。

古墳時代の遺構面までの深さは、現GL-70～80cmを測る。その以下層については、時期

不詳の土器の小片が数点出土した程度で、遺構も確認されなかった。

遺  構  古墳時代の遺構面において、竪穴住居、掘立柱建物、ピット、落ち込みなどが検出され

た。これらの遺構には時期差がみられ、埋上の出土遺物から、古墳時代初頭 (庄内併行期)

～古墳時代中期 (5世紀後半)の範囲内のものと推定される。

竪穴住居  6棟検出された。S B02が一辺約4m、 S B05が一辺約4.5mを測るが、調査区域が限

られているため、その他のものについては規模が不明である。それぞれの切り合い関係か

らS B02が最も古く、 S B05、 S B04006、 S B01の 順に新しくなっている。その出土遺

物から判断すると、 S B02・ 05が古墳時代初頭 (庄内併行期)、 S B04・ 06が古墳時代前

期 (布留併行期)、 S B01003が古墳時代中期 (5世紀後半)に概ね該当するものと考え

られる。

その他の遺構  その他の遺構については、埋土からの出土遺物が少なく、時期の特定は難しいが、先述

した時期の範疇に入るものと推定される。S H01は 調査区の南西部で検出された東西 1間

以上×南北 4間以上の掘立柱建物で、柱穴規模は径約30～ 65cm、 深さ約20～ 40cm、 柱穴間

隔は80～130cmを測る。

日  
呻

 園  
韓

figo S3

調査区東壁

土層断面図

1,盛土・攪乱土

2,褐灰色砂質土 (中世包含層)

3.暗褐灰色砂質土 (奈良時代包含層)

4.暗灰褐色砂質土 (古墳時代包含層)

5,階褐色礫混じり砂質土 (遺構面ベース層)

6 暗灰褐色砂質シルト

7.濃灰色細～中砂

8.淡灰茶色極細砂混じり砂質土

9.濃灰褐色礫混じり中～粗砂

10 灰色極細砂

11 暗灰色シルト
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8,上沢遺跡 (第 37・ 39・ 42・ 43・ 44次調査)

SB06
○

Q

⑮   Ψ

O
O

fig 54

調査区平面図

fig.55

調査区全景

＼ /
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出土遺物  遺物は土器類が大半で、遺物包含層、竪穴住居からの出上が多く、古墳時代初頭 (庄内

併行期)に属するものの比率がやや高い。器種としては壷、甕、郭、椀などの日常雑器類

が中心である。また、遺物包含層からの出土ではあるが、中世のものとしては白磁片、奈

良時代のものとしては緑釉陶器片、古墳時代のものとしては韓式系土器片なども確認され

ている。

2。 ま と め  今回の調査地においては、中世、奈良時代、古墳時代の遺物包含層が比較的良好に遺存

し、遺構面になりうる層位もそれぞれ確認できたが、遺構が検出された遺構面は古墳時代

のみであった。しかしながら、竪穴住居をはじめ多くの遺構の存在が明らかになり、同時

期における集落の中心区域にあたる可能性が高く、上沢遺跡の様相をさらに深く追究して

いく上で、重要な成果であると言えよう。また、上沢遺跡は過去の調査成果から、古墳時

代～奈良時代においては他の遺跡と比べて、特殊性のある集落遺跡であることが認知され

ているが、今回の調査においても緑釉陶器、韓式系土器が確認されており、今後において

特殊集落としての具体相が徐々に明らかにできるものと予測される。

fig.56

調査地速景
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1.は じめに

9.中遺跡

なか

9.中 遺 跡

中遺跡は旧摂津国の八田郷にあり、武庫川の支流である八多川と有野川の合流点付近、

八多川左岸に位置する。八多川流域の平野には、上流から附物遺跡・吉尾遺跡・上小名田

遺跡・下小名田遺跡・中遺跡・ 日下部遺跡・ 日下部北遺跡と、縄文時代から江戸時代に至

る各地代の遺跡が互いに隣接して存在する。そのなかで上小名田遺跡では平安時代から鎌

倉時代の大型建物が多く確認されており、この時期、上小名田遺跡周辺がこれらの村々の

なかで中核的な位置を占めていたようである。江戸時代には日下部の地から中世の轡が出

上しており、『集古十種』に図が掲載されている。平成 9年度に行なわれた中遺跡および

日下部遺跡の発掘調査では古墳時代前期の河道 。後期古墳 。平安時代末頃の掘立柱建物・

中世の掘立柱建物・江戸時代の鍛冶屋などの存在が確認されている。

fig.57

調査地位置図

1 :2.500

/
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2.調査の概要  道路敷設によって遺跡の破壊される部分について発掘調査を行なった。調査地の現況は

水田である。調査の結果、遺構面 1枚が現地表下約60cmで確認された。現況および遺構面

ともに傾斜はなく、現地表の標高は173.Om、 遺構検出面の標高は172.4mを測る。

現耕土および床上の下層に2a層旧表上がある。この層の下面、 3a層上面も動物の蹄

あとと推測される細かい凹凸が調査区全体に広がっている。

遺物包含層である3a層からは鎌倉時代から室町時代にかけての土器類が出土している。

遺構面となる3a層下面、3c層「地山」淡黄色粘土上面にもおそらくは牛と推測される動

物の蹄あとが、遺存状況の良い悪いはあるにせよ、調査地全面に残されていた。また蹄あ

とに踏み込まれ、「地山」に食い込んで縄文時代のサヌカイト製三脚石器が出土している。

争n la:耕 土

卜2a:床上、強酸化

2a:旧表土、灰色砂混じり粘土、下面足あと多し

3a:灰色 (75Y6/1)砂混じり粘土、含鎌倉時代～室町時代遺物、下面が第1遺構面

3c:淡黄色粘土

S002
① :灰色(5Y5/1)粘土混じり砂、径～2mmの炭1%、 土器を比較的多く含む

② :掲灰色(10YR5/1)砂混じり粘土、炭細粒子が全体に入り黒つばい、径～3mmの炭20/9

③ :褐灰色(10YR6/1)砂質粘土、径～3mmの炭]%、 部分的に4%、 下位やや土壌化

fig.58

調査区東壁

土層断面図

、グ

著

三脚石器出土地点

く邦
び`S

ヤざ拶

10m 
アミ:蹄あとが良くのこる範囲

fig.60 調査区平面図
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遺 構

S D01

S D02

S X01

S X02

S X03

3。 ま と め

9.中遺跡

蹄あとの他、柱穴 2・ 溝 2(S D01002)・ 土坑 3(S X01～ 03)が検出された。

ゆるやかに蛇行し、北東―南西行する溝。幅約1.Om・ 遺構検出面からの深さ約10cmを

測る。土器片若干と、弥生時代のサヌカイト製石鏃 1点が出土した。

幅約80cmで】ヒ東―南西行する浅い溝。底面の凹凸が顕著。

径 2m強を測る不整形の土坑。底面の凹凸も著しい。遺構検出面からの深さ約55cm。 倒

木址の類化。

遺構の大部分が調査区外にある。北東―南西辺2.4m以上を測る楕円方形 ?の遺構。遺

構検出面からの深さ約50cmを 測る。覆土上位に野焼きの土器片を含む。須恵器はない。

S X01と 同じような遺構。遺構検出面からの深さ約60cm。 覆土中位やや下に炭を比較的

多く含む層がある。

今回の調査には顕著な遺構は存在しなかった。全体に牛の蹄あとが顕著であり、中世に

おいてこの地点は牛の飼育場所であることが多かったようである。ただし、土器類の出土

量はややあり、付近には住民の居住域が存在するものと推測される。また、縄文時代・弥

生時代の石器類の出土は、これまで八多川流域では数少なかった点から注目される。

fig,61 牛の蹄あと検出状況
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1～21:須恵器、 22・ 23・ 陶器、 24瀬戸美濃、

(1～ 27:3a層、 28:SD01)

fig,62 出土遺物実測図
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10.五番町遺跡 第 7次調査

ご ばんちょう

10.五番 町 遺跡 第 7次調査

1.は じめに   五番町遺跡は、標高10m前後に位置する海岸線に近い遺跡である。これまでの調査で、

縄文時代から近世にかけての遺構・遺物が出土している。発掘調査は、これまで 6次にわ

たって行なわれており、第 2次調査では奈良時代から平安時代の掘立柱建物が検出され、

第 5次調査では縄文時代後期と晩期の遺構と遺物が検出されている。

今回、当地区においてマンション建設が行なわれるため、工事に伴い影響を及ぼす範囲

を対象として発掘調査を実施した。

fig.63

調査地位置図
番)町 ノ(丁 目

10_9

2.調査の概要  市街地での調査であるが、低層住宅の密集地域であったため、層序に大きな乱れはなかっ

た。基本層序は、T,P,10,000mま では盛土及び攪乱であり、その下に耕土、旧耕土、灰黄

色シルト、T.P,9.600mで 第 1遺構面となっている。第 1遺構面を形成 している暗褐色土

が第 2遺構面の遺物包含層である。T.P,9,400mで第 2遺構面の褐色上、その下層に淡茶

灰色シルト質中砂～細砂、暗墨灰色粘質土があり、T.P,9,200mで 第 3遺構面である黄灰

色粘質土の層序となっている。

下層確認のために調査区を東西方向と南北方向に断割 トレンチを設定した。その結果、

T.P.7.600m付 近の青灰色粗砂礫から縄文時代後期の遺物片が出土したが、土層の状態か

ら遺構の存在は考えられない。

]コ ンクリート
2 盛土及び攪乱
3 耕土
4 旧耕土
5 灰黄色ンルト
6 晴褐色土
7 掲色土

15 暗茶掲色ンルト質極細砂
16 茶掲色中砂～粗砂
17 黄褐色極細砂シルト
18 茶褐色ンルト質極細砂
19 乳灰黄色極細砂シルト
20 乳青灰色種細砂シルト
21 淡茶褐色中砂
22 茶褐色シルト質中砂
23 晴黒灰色粘賢土
24 明黄灰色粘質土
25 暗青灰色シルト質細砂
26 乳青灰色シルト質極細砂
27 青灰色粗砂礫
28 明青灰色シルト

~~      8

9

10
11

12

13
14

淡茶黄色ンルト質中砂～細砂
Π音墨灰色粘質土
黄灰色粘質土
乳灰茶色ンルト質極細砂
淡茶灰色ンルト質ITR細砂
乳茶灰色シルト質極細砂
淡掲灰色ンルト賢中砂

0金

fig.64 2区西壁土層断面図
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第 1遺構面

第 2遺構面

旧耕土直下で検出される中世の遺構面と考えられる。 2区については鋤溝などの痕跡は

旧耕土面により削平を受けているため検出されなかった。 1区では、現在の町割りとほぼ

同一方向の鋤溝が南北方向を主として検出された。鋤溝の規模は、幅20～ 30cm、 深さ2～

5mを測る。 1区中央の西よりには大きな溝状のものが南北にあり、直径 5 cm前後の小さ

な杭跡が多数検出された。これらは、耕作地を画するものと考えられる。

1区東端では、不明大型土坑 (S X101)が検出された。規模は南北 4m、 東西は調査

区外に延びるため不明であるが、径2.5m以上、深さは遺構面から30cmで ある。調査区の

東側で深くなる可能性もある。出土遺物は、極少量の中世の須恵器、土師器片のみである。

溝 1条 と土坑 1基、ピット6基、井戸 2基を検出した。溝はほぼ南北方向に検出され、

幅50cln前後で深さ20clllの断面がV字をしたものである。埋土内からは遺物は出土しなかっ

た。土坑は長径4m、 短径2.8mの楕円形を呈しており、遺構面からの深さは25cmを測る。

ピットは直径20cm前後、深さは15cm前後の規模で、建物などを構成するものではなく、疎

らに検出された。井戸についてはS E201が 直径 1.3m、 深さが1.2mの規模のものである。
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fig.65 第 1遺構面平面図
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10.五番町遺跡 第 7次誨査

最終埋土からまとまって遺物が投棄された状態で出上した。 S E202は直径80cm、 深さが

80cmの規模のものである。この井戸の中からは、庄内併行期の完形の壺や甕が埋納 したよ

うな状態で 5個体出土した。しかし、井戸の底からは浮いた状態であり、据置いた状態と

は言いがたい。

第 3遺構面  流路 1条 と、土坑、ピット多数を検出した。流路 (S R301)は 、東西方向のもので、

幅2m、 深さ30cmの規模である。出土遺物はなかった。土坑は、 豊区で検出されたが、い

ずれも浅い窪み状の遺構であり、出土遺物はなかった。ピットは多数検出されたが、 SR

301の西側で検出したものは直径10～ 50cmで、深さが10～ 20cmの 規模のものであるが、掘

り込みの緩いものであるのに対し、東側で検出したピットは、直径20～ 40cHlで深さが20～

40cmの規模のもので、掘り込みも明確なものである。特にS P301か らは口縁部に返りが

あり、平坦面をもつ鋸歯文が施された高杯が出土している。また、 2区の遺構面直上では、

太い突帯に貝殻背面押捺した、底の欠失した鉢が 1点出土している。その他、遺物包含層
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fig.66 第 2遺構面平面図
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fig.67 S E 201・ 202平面図・土層断面図



下層断割

3.ま  と め

やピットから、突帯文土器が出土しており、縄文時代晩期 (長原併行期)の遺構面と考え

られる。

第 3遺構面のベース層である黄灰色粘質土内からは、滋賀里Ⅲbに相当する遺物が出土

しているが、遺構面を形成していないため、遺構も確認されなかった。

下層確認のため、 1区中央から2区西壁に沿う方向と、 1区南壁に沿う方向の2ケ 所に

断割 トレンチを設定した。その結果、第 3遺構面から1,5m下 がった青灰色粗砂礫から流

されて磨滅した遺物片が 1点のみ出土した。また、 2区では南側に極端に落ち込む土層が

確認された。

調査の結果、第 1遺構面 (中世)、 第 2遺構面 (弥生時代最終末・庄内併行期)、 第 3

遺構面 (縄文時代晩期・長原併行期)の遺構面を検出した。

第 2遺構面は西に存在する長田神社境内遺跡との関連が考えられ、 S E202か らは庄内

併行期の一括資料として良好な資料が得られた。

第 3遺構面では、縄文時代晩期の遺構と遺物が比較的良好な状態で出上しており、遺構

の検出状況から北方に集落址が検出される可能性が高い。
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fig.68 第 3遺構面平面図
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1.は じめに

fig.69

調査地位置図

1 1 2,500

2.調査の概要

A 区

第 1遺構面

S D101

S D102

S D103

11.五 番町遺跡 第 9次調査

■.五番 町 遺跡 第 9次調査

五番町遺跡は、市営地下鉄建設に伴う試掘調査ではじめて発見された遺跡である。平成

11年度までに、 6次にわたる発掘調査が行なわれている。特に、第 2次調査では奈良時代

から平安時代の掘立柱建物が確認されている。当遺跡は、縄文時代～平安時代・中世の遺

構・遺物が確認されている。

今回の調査は、山手幹線拡幅工事に伴うもので、平成11年度に調査を実施した箇所のそ

れぞれ西側部分について行なった。

調査区は2ケ所に分かれ、西側の調査区をA区、東側の調査区をB区と設定した。今回

の調査地点の標高は約7.4皿を測っている。

層序は盛土、旧耕土である灰黄褐色砂質土・褐灰色砂質土、遺物包含層の暗灰黄色シル

ト、そして現地表下約80cm程で黄灰色粘質シルトの遺構面となる。

暗灰黄色シルト層上面で同一方向の近世溝を数条検出し、この下層の黄灰色粘質シルト

層の遺構面で溝状遺構 5条を検出した。

調査区中央から東方向に流れる溝状遺構である。横断面がU字形を呈し、幅1.5～ 1.7m、

深さ35～ 40cmである。溝内からは、少量であるが土師器が出土している。

S D105か ら分岐して東方向に流れる溝状遺構である。横断面がU字形を呈し、幅0,7m

前後、深さ約15cmである。溝内からは、少量であるが土師器が出土している。

調査区中央から東方向に流れる溝状遺構である。幅1,8～ 2m、 深さ35cm前後である。

溝内からは、少量であるが土師器が出土している。
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〔調査区西側北壁土層断面図〕
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〔基本層序〕

与鬱勢辮題講樺専動鷺欅奪屋Ⅵ朗明
〔調査区西側下層北壁土層断面図〕
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fi9 70 A区土層断面図・第1遺構面平面図

S D 103に切られて検出された南方向に流れる溝である。幅 lm前後、深さ約35cmで 、

横断面が凹状を呈している。出土遺物がなく、時期については不明であるが、 S D 103よ

りも以前と思われる。

調査区中央から東方向に流れる溝状遺構である。幅1,7～2.lm、 深さ20cm前後で、溝内

からは少量であるが土師器が出土している。

第 1遺構面から少し下がった面で、流路を 1条検出した。

調査区中央から東方向に流れる流路である。第 1遺構面で検出したS D 105と ほぼ重な

るように下層で検出され、幅 3～ 4.3m、 深さ30cmである。出土遺物がなく、時期につい

ては不明である。流路の横断面は緩やかなU字形を呈し、調査区南端では、高低差約 1.3

mを測り滝壷状に落ち込んでいる。そして、第 8次調査地の方向に流れ込んでいる。

調査区の中央に下層断割 トレンチを設営し、遺構面から-lm(標 高約6.4m)ま で人

力掘削を行なった。層序は黄褐色砂質シルト、灰色～黄褐色砂となり、灰色系粗砂から縄
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■.五番町遺跡 第 9次調査

/0    40'

A区第 2遺構面平面図

文時代後期の土器片が数点出土した。土層状況から、下層には縄文時代の土器を含む自然

流路が推察される。

基本層序は盛土・旧耕土、遺物包含層の黒褐色シルト、そして現地表下約 lm程で黄灰

色粘質シルトの遺構面となる。遺構は、溝数条とピットを数基検出した。

調査区東半を北西～南東方向に蛇行して流れる清状遺構である。断面は浅いV字形を呈

し、幅約 2～ 3m、 深さ約80cmで ある。溝内からは、土師器が出土している。

調査区中央を東西方向に流れる溝状遺構である。断面はU字形を呈し、幅約90cm、 深さ

約30～ 60cmである。埋土は黒褐色土で、土師器が出土している。 S D109、 110を切り、 S

D107に切られる。

様鯵ず

fig 72

B 区

S D107

S D108
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〆 と _m

S D109

S Dl10

S Dlll

3。 ま と め

fig 73 B区平面図

調査区西半を北西から南東方向に流れる溝状遺構である。幅約 1,7m、 深さは約60cmで

ある。遺物は出土していない。

調査区西端を東西方向に流れる溝状遺構である。幅約3m、 深さ約80cmと して検出した

が、断割の結果、幅 4m以上、深さ約1.4mで あることが判明した。湧水のため南肩は十

分に調査できていない。土師器が少量出土している。

調査区西端を東西方向に流れる溝状遺構である。幅約2.5m、 深さ約40cmで ある。東側

でS Dl10と 合流する。遺物は出土していない。

A区の調査では、溝状遺構を第 1遺構面で 5条、第 2遺構面では、流路 1条を検出した

が、いずれの遺構においても遺物が少量しか出土しておらず、明確な時期についての決定

に欠くが、出土遺物と隣接する調査から検証すると、第 1遺構面の時期は、おそらく古墳

時代と考えられる。第 2遺構面で検出した溝状遺構は時期については不明であるが、古墳

時代以前としておきたい。B区では、溝状遺構を数条検出した。特に、東半での検出状況

は第 6次調査と同様であり、関連性が伺える。遺物は少なく詳細な時期は不明であるが、

おそらくは古墳時代のものと思われる。その他、東半でピットを数基検出したが、建物と

しては認識できなかった。

今回の調査、隣接して南側で同時に実施した第 8次調査、そして前年度に実施した第 6

次調査の結果を併せて考えると、この地域には多くの溝・流路が北から東西方向に存在 し

ていると考えられる。これらの溝は検出状況から考えると、人工的に掘削されたものと考

えるよりも、自然的なものと思われる。但し、S D104に みられるように溝の断面形がV

字形に近く直線的なものもある。この清は、各溝に対して直交し南の方向に延びている。

今回の調査地域では、建物等の遺構は確認されていないが、この溝が取水のため掘削され

たものであれば、調査地の南側に集落域が存在する可能性がある。
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1.は じめに

fig.74

調査地位置図

1 :2′ 500

2.調査の概要

第32次-1調査

12 御蔵遺跡 第32次 -1～ 8調査

み  くら

12.御 蔵 遺 跡 第32次 -1～ 8調査

御蔵遺跡は長田神社北方から流れる苅藻川が形成した、扇状地扇央に位置する遺跡であ

る。湊川の付け替えに伴って開削された新湊川は、ほぼ直線的に南西流した後に苅藻川と

合流し、苅藻川の流路を踏襲して海に流れ込むが、御蔵遺跡の西側を流れる新湊川は流路

を踏襲した部分であるため、現在の地形は近代以降に改変されたものではなく、概ね自然

地形を留めていると考えられる。調査地点周辺の微地形を見ると、北西から南東へ低 くな

る緩斜面地であるが、西側の新湊川に沿った自然堤防と考えられる高まりが続いており、

その後背地に相当している。平成元年度の第 1次調査以降、しばらく発掘調査を実施する

機会がなかったが、平成 9年度以降は御菅西地区区画整理事業とその受皿住宅・区画整理

後の個人住宅の築造に伴う調査事例が増加し、今回で第32次を数えることとなった。 これ

までの調査によって、大別して弥生時代後期～末頃・古墳時代前期・奈良～平安時代・ 中

世の複合遺跡である事が判明している。中でも奈良～平安時代の遺構として比較的大きな

掘立柱建物群が検出されており、一般の集落とは異なる可能性も考えられている。

今回の調査は、区画整理事業地内の街路建設に伴う発掘調査である。

なお当調査については、既に平成12年度に『御蔵遺跡第 4・ 6・ 14・ 32次発掘調査報告

書』を刊行しており、本書では概要を示すに止めるため、詳細は報告書を参照されたい。

ドざ2次-8

d

2面の遺構面が検出された。第 1遺構面からは掘立柱建物 1棟、ピット60基、溝状遺構

8基、落ち込み状遺構 3基が検出された。特記すべき遺物として、遺構面上から富壽神費

(初鋳818年)3枚が重なって出土した。第 1遺構面の時期は平安時代前半頃の時期が考え

られる。第 2遺構面からは溝状遺構 7条、落ち込み状遺構 2基、ピット14基 などが検出さ

れた。また、古墳時代前期 (庄内併行期)の土器が集中して検出された箇所があった。
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第32次-2調査

第32次-3調査

第32次」調査

第32次-5調査

第32次-6調査

第32次-7調査

第32次-8調査

2面の遺構面が検出された。第 1遺構面からは水路状の遺構を検出したのみである。中

世末～近世初めにかけての遺物が出土した。第 2遺構面からは小区画の水田 6面を検出し

た。いずれも部分的で 1枚の水田の広さは不明である。水口、稲株、足跡等はみられなかっ

た。今回検出された水田面は、細片ではあるが、古墳時代と思われる須恵器を含む土石流

に切られていることや、周辺のデータからおそらく庄内期のものと考えられる。

2面の遺構面が検出された。第 1遺構面から溝 1条、ピット1基、第 2遺構面からは溝

1条、落ち込み1ケ所、ピット1ケ所が検出された。

今回の調査では、中世と平安時代前後の溝を検出した。中世の溝 S D01は直線的に掘ら

れた素掘りの断面U字形の溝で、耕作に伴うものと考えられる。一方平安時代前後の溝 S

201は、第20次調査第 8調査区B検出のS D2031こ構造・方向が類似し、遺跡を北西から南

東に貫流する溝と考えられる。

中世と奈良～平安時代の2時期の遺構面が確認された。第 1遺構面からは調査区を東西

方向に流れる溝 1条を検出した。第 2遺構面からは調査区の西側で、南北方向に流れる溝

1条を検出した。この下層では洪水砂を掘削すると庄内期の水田面の広がりを確認した。

この地域の古墳時代以降は水田などの生産域として利用されていたと考えられる。

検出した遺構は溝 1条、浅い落ち込み 1基を検出した。今回の調査区は湿地となってい

く境界付近部分に相当する位置で、旧耕作土が厚く、 7層 も確認できたこともその傍証と

なろう。奈良～平安時代の遺構は検出されたが少ない。溝は集落中心から湿地方向へ排水

する溝であったと考えられ、やはり北側に集落の中核部分が存在するものと思われる。弥

生時代・古墳時代・中世の遺構は検出されず、遺構の分布範囲から外れているものと推定

される。

2面の遺構面が検出された。第 1遺構面からは土坑 1基、畦状遺構 3状を検出した。第

2遺構面からは南北方向の畦状遺構を検出した。

それぞれの遺構面において遺物の出土量が少量で、時期決定が困難であるが、周辺の調

査内容を比較して検討すると、第 1遺構面は奈良～平安時代の遺構面と考えられる。第 2

遺構面は湿地状の堆積がみられ、周辺で確認されている庄内期の水田土壌に類似する。

これまでの周辺地域の調査例から見て、今回の調査地は、御蔵遺跡内において弥生時代

末の水田地帯にあたる部分の一部であると考えられるが、さらに上層の中世あるいは古代

の層については顕著な遺構は確認できなかった。中世に堆積したと考えられる粘土層の直

下に庄内期に起きた決水によって堆積したと見られる砂層が堆積しており、これらの層上

から該当時期の遺構は確認されなかったことからも、比較的この時期の遺構の分布が稀薄

な地帯であるといえる。

3面の遺構面を検出した。第 1遺構面では平安時代前期 (10世紀代)の鋤溝、第 2遺構

面ではピット、第 3遺構面では、水田畦畔とともに足跡を多数確認した。水田の時期につ

いては、この水田を覆っていた砂層から5世紀代の遺物が出土しており、それ以前と考え

られるが、出土遺物に乏しく、特定しにくい状況である。なお、東端部分で大畦畔と思わ

れるものを検出しているが、部分的であり、あまり明確ではない。
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13.御蔵遺跡 (第33～36・ 39～43次調査 )

跡 (第 33～ 36・ 39～ 43次調査)

御蔵遺跡は長田神社北方から流れる苅藻川が形成した、扇状地扇央に位置する遺跡であ

る。調査地点周辺の微地形を見ると、北西から南東へ低くなる緩斜面地である。平成元年

度の第 1次調査以降、しばらく発掘調査を実施する機会がなかったが、平成 9年度以降は

御菅西地区区画整理事業とその受皿住宅・区画整理後の個人住宅の築造に伴う調査事例が

増加した。これまでの調査によつて、大別して弥生時代後期～末頃。古墳時代前期・奈良

～平安時代 。中世の複合遺跡である事が判明している。中でも奈良～平安時代の遺構とし

て比較的大きな掘立柱建物群が検出されており、一般の集落とは異なる可能性も考えられ

ている。今回の調査は、個人住宅建設に伴う発掘調査である。なお当調査の中で、第40・

42次以外については、平成14年度に『御蔵遺跡第 5・ 7・ 11～ 13・ 18～ 22・ 24・ 28・ 29・

31・ 33～ 36・ 41・ 43次発掘調査報告書』を刊行しており、本書では概要を示すに止めた。

詳細は報告書を参照されたい。

＼59
＼
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と、＼
＼

き、＼

鱒
弥生時代～中世の6面の遺構面が検出された。律令期の遺構面では遺構は検出されなかっ

たが、硯、緑釉陶器、灰釉陶器などが出上している。上層の遺物包含層からの出上ではあ

るが瓦もあり、出土した遺物の内容は御蔵遺跡の名にふさわしい。また、火を焚いた痕跡 。

馬歯などの出土はどういった行為の痕跡であるのか興味をひかれる。他の遺構面の多くで

は水田、畠が確認され、長くこの地が耕作地として土地利用されてきたことを示している。

この中で第 6遺構面の弥生時代の水田の存在は、御蔵遺跡の歴史を 1枚遡らせるものであ

る。

1. はじbに

fig,75

調査地位置図

1 : 2,500

2.調査の概要

第33次調査

鎌

怒掛
髭
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fig,76

第34～ 36次 -1
調査区全景

第34～ 36次-1

調査

第36次-2調査

第39次調査

第40次調査

第41次調査

第42次調査

隣接する3軒分の調査である。尚、換地の都合上、調査ができなかった第36次調査につ

いては後日、第41次調査と同時に第36次 -2と して実施された。

検出された遺構は、平安時代の掘立柱建物 3棟、中世の掘立柱建物 2棟、中世の井戸 1

基の他、溝数条、ピット多数を検出した。特に丼戸は、建築部材を転用した井戸枠が良好

に遺存し、掘形内外から平安～鎌倉時代の須恵器、土師器、白磁、緑釉陶器の他、動物遺

体、富壽神宝 (初鋳818年)1点、寛平大宝 (初鋳890年)2点が出土した。

2面の遺構面が検出された。第 1遺構面からは掘立柱建物 2棟、ピットが30基、溝 2条

落ち込み条遺構 1基等を検出した。この遺構面では奈良～平安時代及び中世の遺物が出土

している。また、調査区の南側で、下層面から第41次調査区に続く落ち込み状遺構を検出

した。

3面の遺構面が検出された。第 1遺構面は畦畔等は確認できなかったが、土壌、近隣の

データから水田面と考えられる。奈良時代～中世の遺物が出土した。第 2遺構面では西半

部から溝 3条、土坑 1基、ピット2基、落ち込み状遺構 2基を検出した。東半部は湿地状

を呈していたものと考えられる。遺物包含層から奈良～平安時代の遺物が出土した。第 3

遺構面では溝 7条、ピット2基が検出され、遺物包含層から奈良時代の遺物が出土した。

調査の結果、工事の掘削深度が全体として遺物包含層に達しなかった。

2面の遺構面が検出された。第 1遺構面からは掘立柱建物 3棟、ピット80数基、土坑 4

基、落ち込み状遺構 3基等が検出された。この遺構面では奈良～平安時代の及び中世の遺

物が出上した。第 2遺構面ではピット、落ち込み 2基を検出し、飛鳥・奈良時代の遺物が

比較的まとまって出土した。

2面の遺構面が検出された。第 1遺構面からは平安時代 (12世紀初頭)と考えられる掘

立柱建物 1棟の他、ピットが検出された。第 2遺構面からは溝 2条を検出した。溝の時期

については奈良時代以降12世紀以前と考えられる。

調査の結果、調査区内は自然河道内に位置し、東端で肩を検出した。出土遺物から埋没

時期は中世以降で、近世までには埋没し、以後水田化したものと考えられる。

第43次調査
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14 御蔵遺跡 第38次 -1～ 3調査

跡 第38次 -1～ 3調査

平成17年 1月 17日 に発生した阪神・淡路大震災では、神戸市長田区御蔵通一帯は甚大な

被害を受けた。その復興に伴う区画整理事業・市営住宅建設・個人住宅建設に伴う発掘調

査は平成 9年度から実施されており、これまでに奈良時代、平安時代の掘立柱建物、中世

の墓など弥生時代後期末～中世にかけての遺構 。遺物が確認されている。

御菅東地区では、区画整理事業に伴う発掘調査は平成11年度から実施され、飛鳥時代の

掘立柱建物や、奈良時代～中世の溝、ピットなどが確認されている。

今回の調査地は御菅東地区震災復興土地区画整理事業に伴うもので、昨年度調査時に、

既存建物の除却作業が完了していなかったために未調査となっていた箇所である。

なお、今回の調査については、既に平成12年度に『御蔵遺跡 第17・ 38次発掘調査報告

書』を刊行しており、本書では概要を記すに止まった。詳細については報告書を参照され

たい。

1。 はじめに

fig.77

調査地位置図

1 : 2.500
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fig.78

第38次 -1
調査区全景

2.調査の概要

第38次-1調査

第38次-2調査

第38次-3調査

3。 ま と め

調査地は平成11年度の第17次 -6及び-4調査区に挟まれた部分である。溝 3条、落ち

込み状遣構 3基、ピット4基を検出した。

S D03と 04は東西方向の溝で、規模は、 S D03が幅90～ 115cm、 深さは20cm前後、 SD

04が幅65～ 90cm、 深さは25cm前後で奈良時代～平安時代の須恵器・土師器が出土した。こ

の溝の間は道路の可能性がある。

調査地は北側が平成■年度の第17次 -2調査区に隣接する。ピット4基を検出した。

調査地は第38次 -2調査区の西側に隣接する。溝 1条、ピット2基を検出した。

今回の調査では、第38次一r調査は、昨年度の調査 (第 17次 -4・ -6調査)の間を埋

めるものとなったが、第17次 -4で一部が確認されていたS D04と、 S D03は ほぼ東西方

向であることが特筆される。溝間の距離は約 5mで ある。出土した遺物の大半が微細な小

破片であるため、詳細な時期の確定は困難であるが、奈良時代～平安時代のものと考えら

れる。その性格が区画を目的とするものか、また、灌漑に伴うものであるかは不明である。

並行する溝という状況から道路である可能性も考えられるが、これまでに御蔵遺跡におい

て確認されている奈良時代の掘立柱建物とは方向が同一とはならない点から、区画を目的

とするには疑間が残る。

第38次 -2調査、第38次 -3調査では、ピットを検出したが、この内第38次 -2調査の

S P01と 第38次 -3調査のS P02は、両調査区のすぐ北側で平成11年度に行なった、個人

住宅建設に伴う第30(旧35)次調査で検出された 2基の柱穴と合わせて、 2間 ×4間の掘

立柱建物になる可能性がある。
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15。 長田神社境内遺跡 第14次調査

なが た じんじゃけいだい

15。 長田神社境内遺跡 第 14次調査

1.は じめに   長田神社境内遺跡は六甲山系南面、苅藻川右岸に位置する。これまでの13次 にわたる発

掘調査の結果、縄文時代晩期から近世にいたるまでの遺構 。遺物が確認されている。近接

する地点の調査としては、平成 8年度に今回の調査地点の北東70mの苅藻川沿いで第 7次

調査が行なわれ、弥生時代中期・古墳時代前期・同中期・同後期の自然流路、古墳時代前

期の掘立柱建物、鎌倉時代～室町時代の溝 。土坑・井戸、江戸時代の長田神社神官の屋敷

跡などが確認された。古墳時代前期の流路からは土器が出土しており、この西側の段丘部

に大規模な集落の存在が推定されている。また、神官の屋敷跡では建物・園池・水琴窟・

築地・井戸・石組み溝などが確認されている。

今回の調査地は福衆寺の境内である。福衆寺は臨済宗の寺院で、明和 2年 (1765)銘 の

ある現本堂の棟札には、永和 2年 (1376)開山、永禄 3年 (1560)兵火により堂宇焼失、

慶長 5年 (1600)再建、明和 2年 (1765)破損のため建て替えなどの記事がある。現本堂

を解体した際、本堂の建築材に古い部材を転用したもののあったことが確認されている。

現在福衆寺の境内には薬師堂があり、薬師如来 。日光菩薩・月光菩薩が祀られている。

節分に長田神社で行われる追撻式に先立ち鬼役の七人は福衆寺の薬師堂に参詣、太刀渡 し

の儀式を行っているが、これは廃仏毀釈によりもともと長田神社にあった薬師堂が福衆寺

に移されたという経緯があってのことである。長田神社の祭神は薬師如来の本地とされ、

古く神社境内に薬師堂があり、本来追艶式はこの薬師堂で行われていた行事であった。

福衆寺は東に下る斜面地と苅藻川沿いの平地との傾斜の変換部に位置する。北西側約50

mは山塊から派生するピークとなっており、この尾根上は古くから墓地 (長田墓地)と し

て利用されている。傾斜地にあたる今回の調査地西側は境内の平坦面を造成するため傾斜

地を切り崩していることが現況でも明らかである。

田 谷 町

fig,79

調査地位置図

1 :2,500
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fig.80 土層断面図

2.調査の概要

遺 構 面

調査区東壁 (第2遺構面まで)とトレンチ1東壁 (第2遺構画以下)の断面図を合成

今回の発掘調査は寺院本堂の再建によって遺跡の破壊される範囲・深度について、 これ

を行なった。ただし、下層の状況について確認を行うため、工事影響深度以下についても

一部 トレンチによる調査を行っている。

発掘調査の結果、 3枚の遺構面が確認された。それぞれの標高は以下の通りである。

現 地 表 (la層上面):約 20.6m～約20.5m

第 1遺構面 (la層下面):約 20.5m

第 2遺構面 (2b層下面)

第 3遺構面 (4層下面)

約20.5m～約20.2m

約20.5m～約20.lm

第 1遺構面  明和 2年 (1765)に建立された旧本堂に対応する遺構面。本堂 (S B01)に直接伴うも

のとして礎石の他、水琴窟を伴う縁先手水鉢 (S G02)・ 池 (S G01)・ 排水用の上管 (S

X05)・ 便所甕等がある。この他大型掘立柱建物 (S B02)が確認された。また、本堂建

立に際し山側の斜面部がカットされ、逆に調査区の東半は盛土 (2層)がなされている。

S B02    本堂造成の盛土上面から掘り込まれる掘立柱建物。柱間はそろわないが、東西 4間 (15

m)以上×南北 5間 (9,6m)以上がある。柱はすべて抜き取られ、抜き跡にはベースと

なる土が単層で入る。柱穴の深さは50cm以上を測るものもあり、かなり深い。痕跡から柱

が角材であることも確認された。本堂建設に伴う仮設的構造物であろう。

S G02    水琴窟を伴う縁先手水鉢。本堂北辺西隅に位置する。本堂裏手の西側は現状も築山と大

池がある。池は大正時代末に一部埋め立てられ、現状が改変されているが、築山部分は現

状では機能していないものの守護石・滝など作庭当初からの造作が残されている。 これら

は江戸時代の作庭の特徴を示し、おそらく明和 2年の本堂建設に伴う庭と考えられるが、

この縁先手水鉢も庭の一部として作られたものであるう。現本堂本尊の置かれる内陣の西

隣に位置する上宮とよばれる部屋の北側縁先に設置される。庭全体もこの部屋から眺める

ように設計されている。

この手水鉢は大正末の改築の際に撤去され、水琴窟などは埋められていたが、移動され

てはいるものの手水鉢自体は寺に残され、また、他の役石などもそのままの状態で埋めら

れていた。遺存状況が良好であるため、遺構載ち割りに先立ち手水鉢を元の位置に戻 した

上で記録を作成した。

この遺構は、手水鉢をはじめ清浄石・水汲石・水揚石・蟄石・水掛石などの役石がそろ

い、定石通りの配置となっている。

水揚石と手水鉢の間に挟まれトンネル状となっている部分から池の方向に延びる暗渠と

土管が存在する。底のレベルは両者共手水鉢側が高く、池側が低い。手水鉢側からの排水

施設と思われる。両者は共存したものではなく暗渠が排水機能を果たさなくなったため、

付け替えとして土管を設置したものと考えられる。ただし、その底レベルは水掛石以上で
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15.長 田神社境内遺跡 第14次調査

あり機能として不審が残る。水琴窟の甕内部に溜まった水の排水施設は存在しなかった。

古い水琴窟には土中のしみ込みだけに任せ、特段排水施設を設けないものがあるというこ

とで、その例かとも思われる。ただし、甕の周囲の土層は粘土が多く、どの程度水のしみ

込みが期待できるのか不安が残る。水琴窟の音響効果を高めるためもあり、甕の周囲には

堀方内に大小の礫が詰められている。その隙間にもある程度水を溜める事は期待できる。

逆さに置かれた甕の底部は執拗に打ち欠かれ、現状では径17cmほ どの穴になっている。

古式の水琴窟には甕底の穴が大きいものがあるというが、これが本来の形なのか、後に割

られたものなのか判然としない。水琴窟内部底面には大ぶりな平石が据えられているが、

その上にこの甕底部の破片 。景1片がかなりの割合、少なくとも8割以上が残されていた。

内陣の東隣の部屋、下宮に面する池、石材はほとんど使用されず、しっくいで作 られる

ひさご形のもの。甕を横にして、魚の寝床としている。排水の上管S X05に石組みの溝で

つながる。

排水用の上管。旧本堂西裏手の大池の方向からの北側を通り東へ延びる。西端は土管が

割られ、日に石が差し込まれていた。この土管は江戸時代の印籠式に分類されるものであ

るが、これまでに報告されているものに類例を見ない形状をもつ。ほぼ水平に設置されて

いるが、土管の接続部分の形態から西方、大池側から東へ排水するものと推測される。設

置の方法は溝底のバラス敷きの上に土管を置き、接合部には土砂の流入を防ぐため丸瓦片

で蓋をし、さらにバラスで土管を包むように埋めるものである。

本堂造成の際の盛土 (2層 )。 調査区の西半は斜面地をカットしているため、地山面 =

遺構面となるが、東半は第 2遺構面の上に盛土がなされている。盛土は灰褐色シル ト質粘

土と真砂上の混ざった上で、飛鳥時代の上器片が多く含まれる。調査地が丘陵斜面である

という立地もあり、この遺物の出土状況はこの丘陵における古墳の存在を推測させる。

fig.81

第 1遺構面

平面図
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第 2遺構面  2層を除去すると現れる遺構面。遺構面は全体に薄く炭で覆われている。火災面に多い

焼土・炭化材の遺存、あるいは瓦の散乱などがみられないことから、この炭層は火災では

なく、第 1遺構面の旧本堂造成に先立つ野焼きのような行為の痕跡と推測される。この炭

層からは陶磁器・寛永通宝・桟瓦などが出土した。遺構面は南半が低く、北半が段をもっ

て一段高くなる。この壇上で礎石建物 (S B03)・ 雨落ち溝 (S D01)な どが検出された。

南半の低い部分は何度かの造成が行われ、そのたびに利用状況が異なっている。

壇上の遺構  柱間 2間 ×2間の礎石建物。礎石は全て抜かれている。壇部分の盛土は建物部分とその

S B03   東側で異なっている。建物部分は真砂土を主体とし、灰褐色シルトの混じるものであるの

に対し、その東側は黄褐色シルトで貼り床されている。礎石の抜き痕や、遺構面を覆う炭

層などから瓦が出土している。

S D01    S B03の 西側にある石組みの溝。石材は1段積みで、その半数ほどが遺存しており、抜

かれている部分も石材の痕跡が残されていた。調査区北半、この溝よりも西の部分は削平

されているためか、この面の遺構は確認されなかった。

S Dll    S B03の 南側にある雨落ち溝。壇前面をのびる。

壇前面の遺構 壇の前面は数次にわたり上盛りや掘削などの造成が行われている。第 1遺構面、旧本堂

造成の際の盛上である2層を盛った際には、この部分は施設のない更地であったと考えら

S X03   れる。その前には調査区の南西隅に石組みの池 (S G03・ S X06?)が存在した段階、さ

らにその前に調査区南半中～西部にかけての、プラン東西幅約9.8m、 南北7.Om以上、深

さ約1.Omの掘削造成 (S X03)が行われた段階、そしてそれ以前の遺構面と少なくとも

4枚の遺構面が確認された。

S X03に ついては、当初方形の池かと考えたが底面にヘドロの堆積がなく、池とは考え

にくい。段造成であろうか。
ボ
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fig.82

第 2遺構面

平面図
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第 3遺構面

中世火災面

中世の遺構

古墳時代の遺構

柱穴群

15。 長田神社境内遺跡 第14次調査

工事の影響を受ける調査区北部と下層の確認を行うため、 トレンチを設定した調査区南

東部について調査を行った。 4区では古墳時代前期から飛鳥時代の遺構群ののる面が、東

端でほぼ南北方向で直線的に40～ 50cmカ ットされ、以東は一段下がる平坦面が造成されて

いる。この造成は中世であろうか。調査の結果、上段の4区、下段にあたるトレンチ 1・

2と もに濃密に遺構の存在することが確認された。なお、第 2遺構面と同様、調査区北西

部は削平され遺構面が残らない。中世の火災面と溝・土坑・柱穴など、飛鳥時代の柱穴、

古墳時代後期の掘立柱建物 (S B04他 )、 古墳時代前期の落ち込み (S X02)。 溝 (SD
09)・ 自然流路 (S X04)な どが確認された。

トレンチ 1・ 2で確認された。第 3遺構面を覆う灰・焼土層で出土遺物から中世の火災

面と推定される。 4区は第 1遺構面から第 3遺構面まで同一面であるため、火災は残 らな

い。中世の遺構として溝 (S D06007)・ 土坑 (S K20・ 21・ 27・ 37等)・ 柱穴などがあ

る。瓦の出土はなかった。

4区で確認された巨大な落ち込み、或いは段造成S X02は古墳時代前期のもので、その

中に土器の集中する部分がある。北西隅の土器集中部分は高杯が多い。 S X02の検出時に

出土したものであるため、この遺構に伴うかやや不安はあるが、碧玉製管玉 1点がこの土

器集中地点から出土した。また、旧石器のポイント・縄文時代の異形石器・滑石製紡錘車

もS X02か ら出土している。

S X02の埋没後、その上面から堀り込まれる掘立柱建物等の柱穴が多数存在する。ただ

し、 S X02上面でこれらのプランを検出することは困難で、S X02の床面で確認したもの

がほとんどであった。したがって 4区には本来確認できた以上に柱穴が存在 したと考えら

れる。これらの柱穴のうち、掘立柱建物として把握できるものが数棟ある。柱穴から出土

駒

/

～

SK27
SK2

SX047
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器fig.83

第 3遺構面

平面図
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S D09

S X04

S K26

3。 ま と

した土器には古墳時代後期のもの。飛鳥時代のものなどがある。建物としての柱穴の把握

や、その時期の比定は整理の進んだ段階でこれを確定したい。

幅約 1.3m、 遺構確認面からの深さ約70cmを測る、古墳時代前期の溝。粗砂で埋没 して

いるが、その中に多量の古式土師器が含まれる。

S D09に 切られる自然流路。シルト質の埋没土にやはり多量の古式上師器が含まれてい

る。ベース土と土質が似ているためS X04の 検出は困難であり、プラン確認はできなかっ

たが、 トレンチ1の北部の第 3遺構面或いは4区のS X02底面には土器片がみられ、 SD

09と 同じ方向にこの自然流路が続くものと考えられる。

トレンチ 2東隅で検出された土坑。古式土師器が多く出上した。

め  各時代にわたり当初の予想を超える成果が上がった。以下、時代順に述べる。

①縄文時代の異形石器に加え、当遺跡では初めての旧石器が出上し、当地の歴史が一気

に 1万年ほど遡ることになった。

②第 7次調査と同様、古墳時代前期の溝 。自然流路が検出され、そこから多量の上器が

出土した。付近に当該期のかなり大きな集落の存在することが確定的となった。

③古墳時代前期から後期、そして飛鳥時代にかけての掘立柱建物を構成する柱穴群が多

数検出された。遺構密度の高さは、この地点がこの時期の長田神社境内遺跡の中心部分の

ひとつであることを示している。

④福衆寺旧本堂造成時の盛土から飛鳥時代の蓋郭が多く出土した。これは造成に際して

切り崩した地点に古墳が存在したため、盛土中に古墳の副葬品が混入した可能性が高い。

出上した土器は須恵器蓋邦ばかりが目立つこともこの推測を助ける。そうであるなら調査

地の北西部分は丘陵斜面がカットされており、ここに古墳のあった可能性が高い。まだこ

の丘陵上、現在墓地となっている尾根部分に後期群集墳のある可台酵陛が考えられる。

⑤中世以降の造成面として、 i火災層に覆われる中世の造成面 (第 3遺構面)、 �盛土

の基壇上にあり、礎石をもつ 2間×2間の瓦葺き建物 (第 2遺構面)、 �盛土上に建てら

れた明和 2年 (1765)建立の旧本堂 (第 1遺構面)と、 3枚の遺構面がある。これは、 i

永和 2年 (1376)開山、永禄 3年 (1560)兵火により堂宇焼失、 �慶長 5年 (1600)再

建、�明和 2年 (1765)破損のため建て替えという旧本堂棟札の記事とうまく対応するよ

うにみえる。今後出土遺物を検討することによつて、考古学的にこの棟札の記事の裏付け

がとれる可能性がある。

⑥旧本堂に付属していた水琴窟をもつ縁先手水鉢を、復元して記録作成を行うことがで

きた。明和 2年という年代のはっきりしたものであり、その構造を地下構造まで確認でき

たことは資料的に重要なものとなる。また、類例の少ない江戸時代の上管について新例を

加えることができたことも特筆される。なお、この手水鉢は後日庭園の整備とあわせ、発

掘された石材を使用して復元されることになっている。
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16.水笠遺跡 第 4次調査

跡 第 4次調査

今回の調査地は、平成11年度に調査を実施した第 1次調査の街路継続部分である。第 1

次調査においては、弥生時代と考えられる溝・ ピット等が検出されているものの、遺物包

含層は検出されず、遺構の精細な所属時期は不明であった。今回の調査は、第 1次調査で

検出した遺構の広がりを確認し、遺構の性格を明確にする目的で実施した。
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1. はじbに

fig.84

調査地位置図

1 :2,500

2.調査の概要

基本層序

検出遺構

S D01

S D02

ゑヘドミ

調査した街路のうち、東西街路部をA区、南北街路を南から順にB・ CeD区に地区割

して調査を実施した。重機掘削の結果、須恵器・土師器を含む暗灰褐色粘性砂質上の遺物

包含層A・ B区で 5 cm～ 15cm前後で残るが、 C・ D区では攪乱・削平のため一部に遺物包

含層を残すにとどまる。この遺物包含層の下層黄灰色砂質土の上面で遺構を検出したが、

B・ C区で土層を観察した結果、一部のピットに遺物包含層上面から掘り込まれているも

のがあり、 2時期の遺構面があったと考えられる。

検出した遺構は、溝 5条、性格不明遺構 1ケ所、ピット35ケ所である。

溝S D01は A・ B区のコーナー部で検出した、やや弧状に掘られた素掘りの溝である。

断面形はU字形で、幅40cm、 深さ10cm前後を計測する。溝内の埋土は暗灰色粘性砂質土で

周辺のピット内の埋土と同じであり、埋土内からは須恵器・土師器の細片が出土した。

溝S D02は B区の南部で検出した調査区にほぼ直交して掘られた素掘りの溝である。溝

は調査区の東壁沿いでやや北に屈折する。断面はU字形で幅70cm、 深さ20cm前後を計測す

る。溝内の埋土は、下層に暗褐色砂、上層に暗灰褐色粘性砂質土が被覆していた。埋土内

からは弥生土器の細片が出土した。

溝S D03は A区東端で検出した東西の素掘りの溝である。中央部南肩が現代のマンホー

ル漏斗状をしている。溝の上端幅1.7m、 2段目の上端部50cm、 深さ50cm前後を計測 し、

東に行くにしたがって深くなる。溝内の埋土は、下層に茶褐色砂・灰茶褐色砂が南側から

流れ込み、さらに灰褐色砂質土が上層部に堆積していた。溝の埋土内からは弥生土器が出

$

S D03
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S D04

S D05

S X01

土している。

溝S D04は A区南西端で検出した断面皿状の浅い素掘りの溝である。幅1.Om～ 1,2m、

深さ13cm前後で暗灰色粘性砂質土を埋土とする。溝の埋土内からの出土遺物はない。

溝S D05は D区北端で検出した素掘りの溝である。現地表下30cmで現在の耕土・床土直

下で検出したが、東西にほぼ直線的に掘られている。溝は2段に掘り込まれ、断面形は漏

斗状で底部はV字形となっている。溝上端幅1.2m、 深さ60cmを 計測する。溝の埋土は、

下層部に暗灰褐色シルトが埋まり、上層部に明灰色粘質土・黒灰色粘質土が順次堆積 して

いる。埋土内からは、弥生土器細片が 1点出土している。

性格不明遺構S X01は C区南端で検出した弧状に巡る溝に画された落ち込みである。南

側は後世の攪乱・削平によって破壊され、溝は確認されなかったが、東南部の浅い不整形

な落ち込みが溝の継続部の可能性がある。溝は幅20～ 60cm、 深さ5～ 26cm、 を計測する。

溝の内側は平坦で、溝が竪穴住居の壁溝とすれば径 5m前後の多角形住居址の可能性があ

る。また溝内側の平坦面では径40～ 50cm、 深さ25cm前後の円形柱掘形 3ケ所を検出した。

溝及び周辺では遺物の出土はない。

ピットは全調査区で35ケ所検出したが、建物等にまとまるものはない。一部のピットは

深さ15～ 30cmを測り、柱痕跡及び柱抜き取り痕跡が観察できる。

ピット

fig.85 調査区平面図

3。 ま と め  今回の調査では第 1次調査と同様に、削平を被った溝 S D03・ S D05を 検出した。 しか

しながら、溝内及びその周辺において、時期の明確な出土遺物がない。このため溝の時期

を比定しうるには至っていないため、遺構の性格は特定できないが、弥生土器片のみがわ

ずかながら出土しており、弥生時代の水田及び集落関連の溝が削平されながら残存したも

のと考えられる。今年度当該街路周辺の宅地で住宅再建に伴う発掘調査を実施しており、

それらの成果とともに、水笠遺跡の性格を明らかにする必要がある。

10m

SD04
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17.水 笠遺跡 第 5～ 15次調査

第 5～ 15次調査

1.は じめに   水笠遺跡は六甲山系西端付近の南側に広がる沖積地の微高地に立地する遺跡である。当

地一帯は新長田駅北地区震災復興土地区画整理事業が進められている地域で、平成11年度

に対象地域内で工事に先立って遺跡の有無を確認する試掘調査が実施された。その結果水

笠通 2・ 3丁目の街区で新たな遺跡が確認され、地名をとって水笠遺跡と命名された。試

掘調査以降、区画整理事業と個人住宅建設に伴う発掘調査が順次実施され、今回で第15次

を数えることとなった。これまでの調査により弥生時代・古墳時代 。中世の遺構が存在す

る複合遺跡であることが判明したが、市街地であるため遺構面の遺存状況は概して悪い。

今回の調査は区画整理区域内における、個人住宅建設に伴うものである。尚、今回の調

査については平成14年度に『松野遺跡第11～ 23・ 25・ 26・ 29～ 31次 水笠遺跡第 2・ 3・

5～ 15。 17～21次発掘調査報告書』を刊行しており、本書では概要を記すに止まった。詳

細については報告書を参照されたい。

みず かさ

17.水 笠 遺 跡
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fig.86

調査地位置図

1 :2′ 500

2.調査の概要

基本層序

第 5次調査

＼

大別して上から順に、近現代の整地上、都市化直前の耕作土、旧耕作土、遺物包含層、

地山と続く。現地調査時には遺物包含層と地山を区別したが、遺物包含層から地山へ徐々

に変化して層界の不明な部分もあり、遺物包含層は地山の上部が土壌化したものと判断さ

れる。 したがって本来の遺構面は遺物包含層の上面と考えられるが、ほとんどの遺構は基

盤層上面まで掘り下げなければ確認できなかった。

平成11年度に実施した、第 1次調査の都市計画街路部分東側に接する角地にあたる。第

1次調査においては、溝 。ピットが今回の調査地に接して検出されており、当該地におい

ても連続する遺構が検出すると考えられた。検出した遺構はピット14ケ所、溝 1条で、ピッ

トの内、調査区中央の4ケ所のピットで構成される柱列 1条を検出した。溝からわずかに

弥生土器片が、遺物包含層から中世の土師器・須恵器細片が出土した。

今年度実施した、第 4次調査の北東隣に位置する。溝 1条、ピット8基を検出した。遺第 6次調査

-89-



ＫＯ‐

∞

ｏ
。

ｏ

一Ｓ畢
，

。  |。 o⑥

/

第6次調査  第フ次調査

＼
＼
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第 9次調査

第10次調査

第11次調査
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Fig.87 第 6～ 11次調査区平面図

構内からの遺物の出土はなかった。

第 4次調査の北東隣、第 6次調査の南東隣に位置する。溝 1祭、落ち込み1基の他、ピッ

トを3基検出した。

溝 (S D01)は 中央で検出した東西方向の溝で、弥生土器片が出土した。

第 4次調査の北東隣、第 7次調査の南東隣に位置する。溝 1条を検出した。

溝 (S D01)は、調査区北隅で検出した東西方向の溝である。遺物は、弥生土器片が少

量出土した。

第 4次調査の北東隣、第 8次調査の南東隣に位置する。溝 1条、土坑 1基の他、ピット

を3基検出したが、遺構から遺物は出土しなかった。

第 1次調査の南西隣、第 7・ 8次調査の北東隣に位置する。溝 2と私 落ち込み 1墓ミ ピッ

トを3基検出した。

S D01は 、調査区の南半で検出した東西方向の溝である。遺物は、弥生土器片が少量出

土した。

S D02は、調査区の南西寄りで検出した北東から南西方向の溝で、調査区の南西隅で検

出した北東から南西方向の溝、調査区の南西辺でS D01と 合流する。遺物は出土しなかっ

た。

第 4次調査の北東隣、第 9次調査の 1軒置いて南東隣に位置する。幅約60cmの トレンチ

を外周に4本、内部に2本設定した。溝 1条を検出した。

第 1次調査の 2本の調査区に挟まれた地点に位置する。調査の結果、遺物包含層は殆ど

確認されず、遺構も検出されなかった。また、遺物も旧耕土層及び遺物包含層から極少量

出土したにとどまった。以上の結果は、後世の削平や攪乱の影響が大きいことをしている

第11次調査
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第13次調査

第14次調査

S D01

S E01

17.水 笠遺跡 第 5～ 15次 調査

ことに加え、今回の調査地が現在考えられている水笠遺跡の北端部に位置していることか

ら、元来遺物包含層や遺構が存在しなかった可能性も十分考えられる。平成11年度に実施

した試掘調査の結果と合わせて考えると、今回の調査成果からも、当調査地が水笠遺跡の

北端部に位置していることが確認できたものといえる。今回の調査地以北の地点には、埋

蔵文化財が存在しない可能性が高くなったといえる。

第 4次調査の北東隣、第11次調査の 1軒置いて南東隣に位置する。幅約60cmの トレンチ

を外周に4本、内部に1本設定した。しかし工事影響深度内では西隅の一部分で遺構面に

達したのみで、大部分は遺物包含層中に収まった。遺構は検出されなかった。

第 4次調査の調査区が屈曲する部分の北隣に位置する。敷地の南西半分はほぼ前面掘削

し、北東半分は幅約50cmの トレンチを外周に2本、内部に2本設定した。当初北東側外周

に、もう1本 トレンチを設定する予定であったが、既に攪乱を受けていたことが明白であっ

たため、設定しなかった。清 1条、井戸 1基の他、ピット3基を検出した。

調査区の北東辺で検出した東西方向の清である。方向や埋土の類似性から第 6次～10次

調査で検出した溝S D01の 西側延長部分と考えられる。弥生土器片が少量出土した。

調査区の南半で検出した井戸である。これのみ明らかに遺物包含層の上面で検出した。

平面は直径0.9～ 1.lmの不整な円形であるが、底面は直径0.5mの 整円形である。深さは

2.Omで、埋土は地山構成土が塊状に混和したものである。井戸最下部の地山は緑青色砂

で、この層が涌水層となっている。井戸枠は存在しないのみならず、枠材の断片であった

可能性のある木片も全く出土しなかった。埋土が地山土を混和したものであることを考慮

すると、井戸を開削したものの十分な水量が得られなかったためか、井戸枠を構築するこ

となく埋め立てた可能性が推量できる。土器片も全く出土しなかったため詳細な時期は不
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fig.89 第13・ 14次調査区平面図
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ピット

第15次調査

S D01

S K01

出土遺物

3。 ま と め

明であるが、遺物包含層の上面で検出されたこと、地山上面で検出したS P03か ら平安時

代頃の土器が出土したことから判断して中世頃と推定できる。

S P02か ら弥生土器が少量、S P03か ら土師器 1点が出土した。平安時代頃の完形の皿

で柱穴の底に置いていた。柱を抜き取った後で柱穴に入れたと考えられる。

水笠通 3丁目街区の西隅に位置する。工事予定地は約450∬であるが、今回は先行調査

が可能であった部分のみを調査し、既存家屋の移転が完了していない残り約半分は来年度

に調査を実施する予定である。調査区は「 L」 字状になっており、溝 2祭ヽ土坑 2基、ピッ

ト31基を検出した。また、遺物包含層は削平されて遺存していなかった。

調査区の北東辺で検出した東西方向の溝である。方向や埋土の類似性から第 6次～10次

調査で検出した溝S D01の西側延長部分と考えられる。弥生土器片が少量出上した。

調査区のほぼ中央で検出した菱形状の上坑である。長軸 1.Om、 短軸0.6m、 深さ約 0.15

mで断面は椀状である。遺物は弥生土器片が少量出土した。

今回の調査では第 1～14次調査と比較して多くの遺物が出土した。ただし遺物包含層が

遺存していないためほとんどが旧耕作土からの出上である。しかし中には少量であるが緑

釉陶器・灰釉陶器・瓦の破片が含まれていた。これらは一般の集落では多くは見られない

遺物であるため、近隣に該当時期の特殊な建物等が存在していた可能性が考えられる。

第15次 を数える水笠遺跡の発掘調査であるが、第 1・ 4次調査が区画整理の街路部分の

調査で、それ以外は区画整理後の個人住宅の調査である。第 1・ 4次調査では、主として

弥生時代の溝が多く検出されているが、当時の居住を示す遺構は検出されていない。竪穴

住居等の浅い遺構は後世の耕作によって削平されて消滅し、比較的深い遺構のみが遺存し

ている状況であると推定され、遺跡の実態がまだよく判明していない状況である。個人住

宅の調査では調査面積に制限があるため、その傾向はさらに強く、遺構が散漫な状態で検

出されるのみである。そのような状況の中、今回の一連の調査では第 104次調査で確認

されていた弥生時代の溝の延長部分を2条、新たな溝を5条検出し、土坑・落ち込み・ ピッ

ト等を検出した。また第14次調査では、柱穴 1基のみであるが平安時代の遺構を検出した。

平安時代の遺構は初めての確認で、近隣に当時の掘立柱建物等が存在していた可能性が考

えられる。さらに遺物包含層上面を遺構面とする井戸を 1基検出した。遺物が全く出土 し

なかったため詳細な時期は不明であるが、上下各層から出土した遺物から判断して中世頃

と推定される。これまでの調査では遺物包含層上からは遺構は確認されていないが、今回

の確認によって水笠遺跡は地山上の遺構面以外にも遺構面が存在する複合遺跡であったこ

とが明らかとなった。また、第15次調査では旧耕作土からではあるが緑釉陶器・灰釉陶器・

瓦の破片が出土した。近隣に一般の集落とは異なる特殊な性格の建物が存在していた可能

性も考えられる。以上本遺跡では、未だ各時期の住居等の遺構は検出されていないが、今

後も調査を継続することによって、当時の人々の生活の痕跡が確認されていくものと思わ

れる。今後も関連遺構の検出が期待されよう。
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まつ の

18。 松 野 遺 跡

18.松野遺跡 第16次 -1～ 7調査

第16次 -1～ 7調査

松野遺跡は六甲山系西端付近の南側に広がる沖積地の微高地に立地する遺跡である。昭

和56年度に市営松野住宅建設事業に先立つ試掘調査で発見され、第 102次調査で周囲を

掘立柱塀と溝で区画された古墳時代後期前半の豪族居館が確認されている。その後暫 く発

掘調査は実施されなかったが、平成 7年度以降、阪神 。淡路大震災後の復興土地区画整理

事業で調査事例が増加し、今回で第16次を数えることとなった。これまでの調査によって

古墳時代後期の他に弥生時代前期、弥生時代後期、平安時代後半から鎌倉時代前半の遺構

が確認され、豪族居館に関わる時期以外の遺構も有する複合遺跡であったことが明らかに

なっている。

松野住宅北側の当地一帯は新長田駅北地区震災復興土地区画整理事業が進められている

地域で、昨年度には区画整理の街路予定地の内現況の道路部分を除く範囲に関し、20ケ 所

の発掘調査が実施されている。今年度の調査は、それに継続して実施されたものである。

1.は じめに

fig.90

調査地位置図
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2. 調査の概要

基本層序

16次 -1

ピット

16次 -2

ピット

16次 -3

溝

ピット

16次 -4

大別して上から順に、近現代の整地上、都市化直前の耕作土・床土、旧耕作土、遺物包

含層、基盤層と続く。現地調査時には遺物包含層と地山を区別したが、遺物包含層から基

盤層へ徐々に変化して層界の不明な部分もあり、遺物包含層は基盤層の上部が土壌化 した

ものと判断される。したがって本来の遺構面は遺物包含層の上面と考えられるが、ほとん

どの遺構は基盤層上面まで掘り下げなければ確認できなかった。また、後世の耕作によっ

て遺物包含層が削平されて消滅している部分もあった。

街区南辺東寄の調査区である。南隣の市道の拡幅部分であるが、東端は交差点計画地の

ため北側に三角形に突き出ている。調査区中央部には既存の建物基礎を解体した時、 コン

クリートを搬出せずに埋め立てた攪乱で大規模に破壊されているため、遺構面の遺存状況

は極めて悪い。遺構はピットを5基検出したのみである。

検出したピットはすべて直径あるいは長径20～ 35cm、 深さ10～25cmの 小規模なもので、

掘立柱建物を構成するようにはまとまらなかった。ピットの 1基から土師器の細片が 1点

出土したのみであるため、ピットの時期は不明である。

遺物包含層から、弥生時代から鎌倉時代の上器が少量出土した。その中には古墳時代後

期前半の須恵器片が数点認められた。昨年度の調査ではこの時期の遺構・遺物はほとんど

確認できなかったが、南隣の第 1・ 2次調査で確認した古墳時代後期前半の豪族居館の時

期と一致するため、近隣にはこの時期の遺構が存在する可能性が考えられる。

街区南東寄の調査区である。既存の建造物の基礎や現代の瓦礫投棄坑のため、 1区同様

に遺構面の遺存状況が特に悪い。当調査区では遺物包含層は存在せず、遺構もピット8基

を検出したのみである。

検出したピットはすべて直径あるいは長径10～ 30cm、 深さ5～ 10cmの小規模なもので、

掘立柱建物を構成するようにはまとまらなかった。遺物が出土しなかったため、 ピットの

時期は不明である。

街区北寄の調査区である。検出した遺構は溝とピットである。また、黒褐色粘質土上面

では、耕作痕や足跡などが若干検出された。遺物包含層は、上面が東側へ徐々に低くなっ

ており、西側では層厚が10cm程だが、東側はほとんど存在しない。さらに西壁沿いで断ち

割リトレンチを設定し、下層の確認を行ったが、埋蔵文化財は存在しなかった。

溝は幅約50cmで、北から南へ円弧を描く。土師器の極小片が出土している。

ピットは2基検出したが、遺物は出土していない。

遺物は、須恵器・土師器などが出土しているが、全体的に量は多くはない。その他に弥

生時代のものと思われる土器片も出土している。また暗灰黄色砂質土からは、中世の須恵

器・土師器・瓦器が出土した。

街区北辺西寄の調査区である。調査の結果、現地表下50～ 55cmで遺物包含層である暗灰

褐色シルト層を検出した。遺物包含層は北半部では削平のため、遺存状況は良くないが、

南半部では厚さ 5 cm程度を測る。遺物包含層からは、弥生土器と考えられる土器の小片が

数点出土したのみであった。遺物包含層の直下で検出した淡灰 (黄)色シルト質細砂層上

面が遺構面で、ピットを 5基検出した。

街区南辺中央の調査区である。調査区の北東辺は新設の水道管が通っていたが、それ以16次 -5
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18.松野遺跡 第16次 -1～ 7調査

外は他の調査区と比較して遺構面の遺存状況が良好であった。遺物包含層も厚く、弥生時

代後期の土器が多く出土した。土坑 1基とピット13基 を検出した。

S K01    調査区の南辺中央で検出した土坑である。南東側半分は調査区外に続くが現状では直径

0.6mの 円形で、深さ約0.4m、 断面は袋状である。埋土は上が暗灰茶色砂混 じリシル ト、

下が黒灰色砂混じり粘上である。遺物は弥生土器が出土した。

ビット    検出したピットの多くは直径あるいは長径10～ 30cm、 深さ5～ 20clllの 小規模なものであっ

た。深さ約50cmも あって柱痕を有するピットも3基存在したが、掘立柱建物を構成するよ

うにはまとまらなかった。遺物が出土しなかったピットと出土したピットがあるが、いず

れも細片であり、直接時期を示すものとはなり難いが、遺物包含層が弥生時代後期と考え

られるため、ピットの時期は弥生時代であると思われる。

16次-6   街区南東隅の調査区である。現代の盛上の下には、旧耕土 。旧床土があり、その下に土

師器・須恵器の細片を含む遺物包含層 (黒褐色中礫混じり粘土)がある。この遺物包含層

下の淡黄～淡黄色シルト層の上面が第 1遺構面で柱穴が検出された。第 1遺構面ベース土

を除去すると黄灰～暗灰黄色粘土混じリシルトとなっており、直下の土層に鉄分の沈着が

見られること等から見て水田耕作土の可能性がある。この上層の下、約40cmで厚さ5～ 10

cmの黒色粘土層を確認しているが、この土層が水田耕作土であるかどうかは不明である。

土壌のサンプルを採取し、調査を終了した。

調査区はL字形を呈し、東西方向を I区、南北方向をⅡ区として調査を実施した。Ⅱ区

の南半は現在の建物基礎により大きく破壊されており、遺構の残存状況はよくない。

第 1遺構面  G.L。 一約0,8m、 T,P,約 8.2mで検出された遺構面で、ピット、土坑が確認された。

I区西半に集中部分があるが、調査区が狭小のため建物としてまとまるものはない。ピッ

トは径10～ 15cm前後で深さ10～20cmの ものが多いが中に深さ60clllに 達するものもある。ピッ

ト、土坑内から出土遺物がなく、時期を特定することはできない。

第 2遺構面  GoL.一約0,8～ 1.lm、 T,P.約 8.0～7.3mで検出した土層で、耕土層と推定される。

/
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fig。 91 第16次-6調査区平面図

第1遺構面
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